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第２回定例会は、５月２９日（火）から６月１５日（金）までの予定です。

平成３０年度の重点事業として新たな地域子育て支援拠点「子ども・子育てプラザ」を２所開設します。（写真は４月にオ
ープンした「子ども・子育てプラザ天沼」の様子）

第1回定例会
平成30年

予算のあらまし、予算編成方針 ………２
予算のここを聞く！代表質問 ……３～５
予算についての意見発表など ……６・７
区政を問う　一般質問 …………… ８～１０
委員会の活動報告、議案Ｑ＆Ａ … １０・１１
まちの人に聞きました ………………… １１

今号の掲載内容

平
成　

年
度
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

３０
減
災
・
防
災
、
保
育
園
・
学
童
ク
ラ
ブ
の

待
機
児
童
、
高
齢
化
へ
の
対
応
に
重
点

　

第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
９
日
か
ら
３
月　

日
ま
で　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１５

３５

　

初
日
に
区
長
か
ら
平
成　

年
度
予
算
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
各
会

３０

派
の
代
表
６
名
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
予
算
案
に
つ
い
て
は
全
議
員
に
よ
る
予
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
内
容
を
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
政
一
般
に
つ
い
て　

名
が
質
問

１６

し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例　

件
、
契
約
１
件
、
予
算　

件
な
ど　

議
案
を
審
議
し
、
全
て

２１

１１

４０

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
（
審
議
の
結
果
は　

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

１２

《
１
月
》

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

１１
 

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

保
健
福
祉
委
員
会

２５
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

３１《
２
月
》

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

本
会
議

　

日
〜　

日　

本
会
議

１３

１５

　

日　

本
会
議

１６
 

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

区
民
生
活
委
員
会

１９
　

日　

保
健
福
祉
委
員
会

２０
　

日　

都
市
環
境
委
員
会

２１
　

日　

文
教
委
員
会

２２
　

日　

総
務
財
政
委
員
会

２３
　

日　

災
害
対
策
特
別
委
員
会

２６
　

日　

道
路
交
通
対
策
委
員
会

２７
　

日　

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
特
別
委
員
会 

２８

《
３
月
》

１
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

 

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

 

議
会
運
営
委
員
会

２
日　

本
会
議

 

予
算
特
別
委
員
会

４
日　

保
健
福
祉
委
員
会
（
派
遣
）

５
日
〜
９
日　

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

１２
 

議
会
運
営
委
員
会

 

予
算
特
別
委
員
会

　

日
・　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１３

１４

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１５
 

本
会
議

　

日　
文
化
芸
術
・ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
特
別
委
員
会（
視
察
）

２８
　

日　

災
害
対
策
特
別
委
員
会
（
視
察
）

２９《
４
月
》

　

日　

都
市
環
境
委
員
会
（
視
察
）

１６
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

１７
　

日　

議
会
運
営
委
員
会
理
事
会

２６
 

議
会
運
営
委
員
会

議

会

日

誌
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総予算額２,９１１億９,０９５万２千円「未来への道を拓くステップアップ予算」

　

区
は
、
保
育
や
高
齢
者
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
現
在
の
行
政
需
要
に
も
的

確
に
対
応
し
な
が
ら
、
来
る
べ
き
人
口

減
少
と
更
な
る
高
齢
化
の
進
展
を
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
各
施
策
や
財
政
運
営
を

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
考
え
、
時
代

の
変
化
に
機
敏
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
平
成　

年
度
は
、

３０

基
本
構
想
を
実
現
す
る
道
筋
と
し
て
策

定
し
た
総
合
計
画
の
「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ

ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
」
の
第
二
段
階
「
ス

テ
ッ
プ
」
の
最
終
年
と
な
る
。
同
時
に
、

最
後
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
第
三
段
階

「
ジ
ャ
ン
プ
」
の
期
間
に
向
け
た
改
定

を
行
う
年
で
も
あ
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
実
行
計
画
の
改
定
と
区
立
施
設
再

編
整
備
計
画
（
第
一
期
）
の
第
二
次
実

施
プ
ラ
ン
策
定
も
予
定
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
私
は
、
総
合
計
画
の
取
組
に

お
い
て
も
、
目
の
前
に
あ
る
課
題
を
先

送
り
せ
ず
、
一
つ
ひ
と
つ
し
っ
か
り
と

ク
リ
ア
し
て
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
道
を

 
拓 
き
、
最
後
の
大
き
な
飛
躍
に
つ
な
げ

ひ
らた

い
と
い
う
思
い
を
込
め
、
平
成　

年
３０

度
予
算
を
「
未
来
へ
の
道
を
拓
く
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
予
算
」
と
名
付
け
た
。

【
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
】

　

第
一
に
、
減
災
・
防
災
対
策
や
待
機

児
童
対
策
な
ど
の 
喫  
緊 
の
課
題
に
的
確

き
っ 
き
ん

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据

え
た
長
期
最
適
の
観
点
か
ら
必
要
な
予

算
を
計
上
し
た
。

　

首
都
直
下
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害

へ
の
備
え
を
は
じ
め
と
す
る
「
安
全
・

安
心
」
に
関
す
る
事
業
に
加
え
、
保
育

園
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
対
策
、

加
速
度
的
に
進
む
高
齢
化
に
対
応
し
た

施
設
整
備
や
在
宅
介
護
の
充
実
な
ど
、

少
子
・
高
齢
化
対
策
に
重
点
的
に
予
算

措
置
を
行
っ
た
。
同
時
に
、
区
立
施
設

の
再
編
整
備
や
長
寿
命
化
の
た
め
の
維

持
改
修
等
に
必
要
な
予
算
措
置
を
行
っ

た
。

　

第
二
は
、
先
行
き
不
透
明
な
時
代
に

お
い
て
、
次
世
代
に
豊
か
さ
と
安
心
を

継
承
し
て
い
け
る
よ
う
、
財
政
の
健
全

性
の
確
保
に
努
め
た
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ
い
て
は
清

算
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
減
収
を
見
込

ん
だ
が
、
基
幹
収
入
た
る
特
別
区
民
税

の
ほ
か
、
配
当
割
交
付
金
な
ど
も
景
気

の
動
向
を
見
て
増
収
と
見
込
み
、
前
年

度
以
上
の
歳
入
を
見
込
ん
だ
。

　

一
方
、
保
育
需
要
へ
の
対
応
や
高
齢

化
の
進
展
等
に
伴
う
扶
助
費
の
増
に
加

え
、
老
朽
施
設
の
改
修
・
改
築
経
費
の

増
加
な
ど
、
歳
出
も
大
幅
に
増
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
将
来
を
見
据
え
、
基

金
と
区
債
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
活
用
す
る

と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
推
進
計
画
に

基
づ
く
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
な

ど
に
よ
る
新
た
な
財
源
確
保
と
必
要
な

経
費
の
精
査
に
よ
る
歳
出
削
減
を
徹
底

し
、
財
政
の
健
全
性
を
確
保
し
た
予
算

編
成
を
行
っ
た
。

　

第
三
に
、
総
合
計
画
の
改
定
を
見
据

え
て
、
実
行
計
画
並
び
に
協
働
推
進
計

画
及
び
行
財
政
改
革
推
進
計
画
の
取
組

に
要
す
る
経
費
を
確
実
に
予
算
に
反
映

さ
せ
た
。

　

総
合
計
画
の
第
三
段
階「
ジ
ャ
ン
プ
」

に
向
け
て
大
き
く
飛
躍
し
て
い
く
た
め

に
、
基
本
構
想
で
設
定
し
た
５
つ
の
目

標
ご
と
に
、
さ
ら
に
加
速
化
さ
せ
て
い

く
べ
き
も
の
、
引
き
続
き
伸
ば
し
て
い

く
も
の
、
遅
れ
を
取
り
戻
し
て
い
く
も

の
な
ど
、
計
画
事
業
ご
と
に
必
要
な
予

算
の
反
映
に
努
め
た
。

前年比（％）平成29年度平成30年度

101.11,780億5,000万円1,799億2,700万円一般会計

85.4647億4,726万円553億654万円国民健康保険事業
会計

10.42億7,270万2千円2,849万7千円用地会計

103.2410億1,565万円423億2,202万1千円介護保険事業会計

103.4131億6,062万4千円136億689万4千円後期高齢者医療事
業会計

皆減1億650万円―中小企業勤労者福
祉事業会計

97.92,973億5,273万6千円2,911億9,095万2千円合計

３３３３３３３３３３００００００００００年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算ををををををを
ををを見見見見見見見見見見るるるるるるるるるる３０年度当初予算を
見る！！！！！！！！！！！

　区長が作った予算案は、区民の皆さんの代表である「議会」で「議決を経なければならない」と地方自治法で決まっています。区議
会では、過去最大規模となった一般会計をはじめ、各会計当初予算案について、各会派の代表質問や予算特別委員会を通じて、区の取
組内容や方針を 質 しました。

ただ

予
算
編
成
方
針
説
明〈
区
長
〉

代
表
質
問〈
各
会
派
の
代
表
〉

議
案
上
程
・
委
員
会
付
託

5,961円5,961円 1,332円1,332円

その他 16円その他 16円
議会費 53円議会費 53円

公債費 92円公債費 92円

環境清掃費 485円環境清掃費 485円
生活経済費 628円生活経済費 628円

教育費教育費保健福祉費保健福祉費

総務費 696円総務費 696円
都市整備費 737円都市整備費 737円

本　会　議本　会　議

葛 葛 葛

審
査
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

委
員
長
報
告

予
算
案
に
賛
成
か
反
対
か
の

意
思
決
定
を
し
ま
す
。

予
算
案
が
可
決
す
る
と
、
区

の
「
当
初
予
算
」
が
成
立
し
、

４
月
か
ら
執
行
さ
れ
ま
す
。

議
決

総予算額２,９１１億９,０９５万２千円「未来への道を拓くステップアップ予算」

一般会計当初予算を１万円に換算する一般会計当初予算を１万円に換算するとと各会計当初予算規各会計当初予算規模模

区
長
の
予
算
編
成
方
針

予算審査の進め予算審査の進め方方

可決されました可決されました

予
算
審
査
の
た
め
に
特
別
に

設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

区
へ
の
質
疑
を
通
じ
て
、
予

算
案
の
内
容
を
審
査
し
ま
す

（
７
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

予算特別委員会
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予算のここを聞く
！

代代 表表 質質 問問代 表 質代 表 質 問問
　２月９日・１３日に各会派の代
表６名が区長の予算編成方針に
ついて質問しました。
　その要旨をお知らせします。

標
達
成
に
向
け
て
万
全
を
期
し
た
い
。

 

地
方
消
費
税
の
清
算
基
準
見
直

し
と
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
区
財
政

へ
の
影
響
額
の
見
込
み
は
。
制
度
改

正
に
向
け
、
行
動
は
起
こ
す
の
か
。

 

影
響
額
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
が

　

億
円
減
、
清
算
基
準
見
直
し
で　

２０

１５

億
３
千
万
円
減
を
見
込
む
。
不
合
理

な
税
源
偏
在
是
正
に
対
し
て
、
今
後

も
粘
り
強
く
国
に
訴
え
て
い
き
た
い
。

 

標
準
財
政
規
模
の
２
分
の
１
と

な
る
「
財
政
の
ダ
ム
」
の
構
築
を
早

急
に
完
了
す
べ
き
。
ま
た
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
て
、
財
政
運
営
の
ル

ー
ル
も
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 

老
朽
施
設
の
改
築
や
少
子
高
齢

化
対
策
、
首
都
直
下
地
震
な
ど
を
想

定
す
る
と
、
ご
指
摘
の
と
お
り
基
金

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
引
き
続

き
積
み
立
て
に
努
め
る
。
財
政
運
営

の
ル
ー
ル
は
、
区
民
に
わ
か
り
や
す

く
、
他
自
治
体
と
の
比
較
も
し
や
す

い
新
た
な
ル
ー
ル
を
検
討
し
て
い
く
。

 

地
震
被
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
作
成
・
公
表
し
た
意
図
は
。
建
築

物
不
燃
化
助
成
や
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

設
置
支
援
の
実
施
件
数
の
動
向
は
。

 

震
災
を
「
自
分
ご
と
」
と
捉
え
、

防
災
・
減
災
へ
の
意
識
向
上
を
図
る

一
手
と
し
た
。
建
築
物
不
燃
化
助
成

等
の
普
及
は
ま
だ
十
分
と
言
え
ず
、

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 

民
泊
の
体
制
整
備
で
は
、
ど
の

よ
う
な
点
を
考
慮
し
て
い
る
の
か
。

 

住
環
境
の
保
全
が
第
一
で
あ
り
、

区
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
慎
重
に
進

め
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

 

「
エ
ク
レ
シ
ア
南
伊
豆
」
開
設

問答問答問答問答問

に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
か
。

今
後
、
他
の
交
流
自
治
体
と
同
様
の

取
組
を
行
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

 

様
々
な
障
壁
を
乗
り
越
え
結
実

し
た
も
の
で
非
常
に
感
慨
深
い
。
今

後
の
区
域
外
特
養
整
備
に
つ
い
て
は
、

南
伊
豆
の
運
営
状
況
等
を
検
証
し
つ

つ
、
青
梅
市
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

 

今
年
４
月
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
達

成
の
見
通
し
は
。
私
立
幼
稚
園
へ
の

支
援
も
含
め
、
杉
並
区
で
子
育
て
を

し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
施
策
の
展

開
を
要
望
す
る
が
、
見
解
は
。

 

数
字
上
は
見
通
し
が
た
っ
た
が
、

最
後
の
１
人
ま
で
丁
寧
な
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
私
立
幼
稚

園
へ
必
要
な
支
援
の
継
続
や
全
て
の

乳
幼
児
親
子
の
利
用
に
資
す
る
居
場

所
の
拡
充
な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
杉
並
区
の
実
現
に
努
め
る
。

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
、
よ
り
一
層
の

ス
ピ
ー
ド
感
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

る
。
教
育
長
の
見
解
は
い
か
が
か
。

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
加
速
化

す
る
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
加

え
て
、
授
業
を
担
う
教
員
の
研
修
の

充
実
を
図
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

 

民
間
企
業
が
発
表
し
た
「
本
当

に
住
み
や
す
い
街
大
賞
２
０
１
７
」

で
南
阿
佐
ヶ
谷
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
の
知
恵
や
経
験
を
区
内

各
地
で
共
有
し
て
ほ
し
い
。

 

今
後
も
多
様
な
地
域
資
源
を
活

用
し
、
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
な
ど
の
機
運
を
捉
え
、
多
心
型
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

答問答問答問答

 

「
平
成
」
と
い
う
時
代
を
区
長

は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。
新

し
い
時
代
の
幕
開
け
へ
の
心
持
ち
は
。

 

政
治
、
経
済
、
社
会
の
変
化
が

非
常
に
激
し
い
時
代
だ
っ
た
。
次
の

時
代
こ
そ
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少

社
会
と
い
う
大
き
な
課
題
を
解
決
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な

社
会
を
実
現
し
て
い
く
よ
う
求
め
ら

れ
て
お
り
、
私
自
身
も
そ
の
よ
う
な

気
持
ち
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
き
た
い
。

 

日
本
と
世
界
各
国
と
の
平
和
や

発
展
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
政
府
に
期
待
す
る
か
。「
杉
並
版
避

難
実
施
要
領
」
の
具
体
的
な
内
容
は
。

 

政
府
に
は
、
国
際
協
調
を
基
本

と
し
、
わ
が
国
の
平
和
と
安
全
の
確

保
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
を
期
待
す
る
。

避
難
実
施
要
領
に
は
、
武
力
攻
撃
事

態
、
テ
ロ
等
の
緊
急
対
処
事
態
を
想

定
し
、
避
難
手
段
な
ど
を
明
記
す
る
。

 

基
本
構
想
・
総
合
計
画
・
実
行

計
画
の 
進  
捗 
状
況
は
。
新
年
度
の
計

し
ん 
ち
ょ
く

画
改
定
の
主
眼
は
ど
こ
に
置
く
の
か
。

 

全
力
で
取
り
組
ん
だ
結
果
、
着

実
に
成
果
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
と

認
識
。
計
画
改
定
は
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
改
め
て
評
価
・
検
証
し
、
目

問答問答問答

杉並区議会自由民主党
脇坂たつや

平成時代の締めくくりを
念頭に、将来に向けた
区政運営を！

 

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
の

助
成
対
象
に
新
耐
震
基
準
の
木
造
住

宅
を
新
た
に
加
え
る
こ
と
は
、
画
期

的
で
あ
る
。
そ
の
背
景
を
問
う
。

 

熊
本
地
震
で
の
被
害
、
昨
年
公

表
し
た
地
震
被
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
区
内
全
建
物
の　

棟
に
１
棟
が

５０

全
壊
す
る
と
い
う
結
果
か
ら
、
助
成

等
の
拡
充
を
図
り
、
よ
り
地
震
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

 

民
泊
は
、
住
宅
地
で
あ
る
当
区

で
は
周
辺
住
民
と
の
共
存
な
し
に
は

受
け
入
れ
が
た
い
が
、
対
策
を
問
う
。

 

条
例
を
制
定
し
て
規
制
を
行
う

と
と
も
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、

立
ち
入
り
調
査
・
改
善
指
導
、
苦
情

へ
の
迅
速
な
対
応
等
に
努
め
て
い
く
。

 

食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
は
重
要
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
と
、
来
年
度

以
降
の
取
組
内
容
を
問
う
。

 

昨
年
９
月
に
「
杉
並
も
っ
た
い

な
い
運
動
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
寄
附
な
ど
食

品
ロ
ス
削
減
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
。

　

年
度
は 
フ 
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
常
設

※

３０窓
口
の
設
置
や
「
も
っ
た
い
な
い
推

奨
店
」
な
ど
、
一
層
の
充
実
を
図
る
。

 

自
治
体
間
連
携
に
よ
る
区
域
外

特
養
「
エ
ク
レ
シ
ア
南
伊
豆
」
が
３

月
に
開
設
と
な
る
。
区
民
へ
の
周
知

と
今
後
の
取
組
を
問
う
。

 

説
明
会
や
現
地
見
学
会
を
事
業

者
と
連
携
し
て
実
施
し
、
現
地
訪
問

問答問答問答問答

が
困
難
な
方
に
は
動
画
等
を
通
し
て
、

周
知
を
図
っ
て
い
く
。
区
民
に
安
心

し
て
選
ん
で
も
ら
う
た
め
、
開
設
後

も
責
任
を
持
っ
て
運
営
を
支
援
す
る
。

 

ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
ム
杉
並
が
在
宅

医
療
・
生
活
支
援
の
拠
点
と
し
て
機

能
す
る
た
め
の
連
携
体
制
を
問
う
。

 

在
宅
医
療
地
域
ケ
ア
会
議
や
医

療
・
介
護
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
分
析

結
果
を
も
と
に
医
療
・
介
護
関
係
者

と
と
も
に
検
討
し
、
区
の
実
態
に
即

し
た
在
宅
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
複
合
的
な
課

題
を
抱
え
る
世
帯
へ
の
生
活
支
援
は
、

複
合
施
設
棟
内
の
相
談
・
支
援
機
関

は
も
と
よ
り
、
区
内
の
他
機
関
と
も

日
頃
か
ら
交
流
を
図
る
こ
と
で
、
連

携
強
化
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

 

Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
革
新
が
進
む

中
、
教
育
の
在
り
方
も
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
教
育
長
の
所
見
を
問
う
。

 

人
間
は
、
感
性
を
豊
か
に
働
か

せ
な
が
ら
、
目
的
を
自
ら
考
え
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
新
学
習
指
導
要
領

の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

は
、
Ａ
Ｉ
と
共
生
す
る
知
の
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
各
学
校
に
お
い
て
も
確
実

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

 

来
年
度
で
完
了
す
る
全
小
学
校

へ
の
特
別
支
援
教
室
の
設
置
に
つ
い

て
の
総
括
と
、
中
学
校
へ
の
同
教
室

設
置
の
計
画
を
問
う
。

 

巡
回
指
導
教
員
と
学
級
担
任
と

の
連
携
も
綿
密
に
行
わ
れ
、
対
象
児

童
へ
の
指
導
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
総
じ
て
順
調
に 
進
捗 
し
て
い

し
ん
ち
ょ
く

る
。
取
組
を
中
学
校
に
つ
な
げ
る
た

め
、　

年
度
は
３
校
で
巡
回
指
導
の

３０

モ
デ
ル
実
施
を
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
支
援
教
員
を
配
置
す
る
な
ど
、

特
別
支
援
教
室
設
置
に
向
け
た
検
討

・
準
備
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

問答問答問答

 

区
長
の
想
定
す
る
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
展
し
た
世
界
経
済
を
取
り

巻
く
不
確
実
性
へ
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
の
見
解
を
問
う
。

 

「
米
国
第
一
」
を
掲
げ
る
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
保
護
主
義
や
中
国
経

済
の
内
実
の
不
透
明
さ
等
も
世
界
経

済
へ
の
リ
ス
ク
に
な
る
と
考
え
る
。

 

地
方
消
費
税
清
算
基
準
や
ふ
る

さ
と
納
税
な
ど
、
都
知
事
と
共
闘
す

べ
き
課
題
が
あ
る
。
良
好
な
関
係
構

築
を
願
う
が
、
い
か
が
か
。

 

区
政
の
課
題
と
東
京
都
の
課
題

は
直
結
し
て
お
り
、
都
知
事
と
は 
胸 

き
ょ
う

 
襟 
を
開
い
て
協
力
関
係
を
構
築
し
て

き
んい

く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

 

東
京
富
裕
論
に
よ
る
税
源
見
直

し
は
不
合
理
だ
。
こ
れ
ま
で
の
歳
出

削
減
努
力
と
今
後
の
膨
大
な
財
政
需

要
を
訴
え
つ
つ
、
積
立
基
金
の
在
り

方
の
検
討
も
必
要
で
は
。

 

特
別
区
は
大
都
市
特
有
の
膨
大

な
行
政
需
要
を
抱
え
て
お
り
、
大
規

模
災
害
等
に
備
え
て
基
金
を
積
み
立

て
る
こ
と
は
不
可
欠
で
、
国
に
強
く

訴
え
て
い
く
。
施
設
整
備
な
ど
特
定

目
的
の
基
金
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て

い
る
た
め
、
検
討
し
て
い
く
。

問答問答問答

杉並区議会公明党
島田敏光

今こそ持続可能で豊かな
社会を継承していく
責務を果たせ！

※フードドライブ＝家庭で余っている食品を持ち寄り、福祉団体や施設などに寄付する活動用語説明
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老
朽
化
し
た
施
設
は
建
て
替
え

あ
り
き
の
姿
勢
で
は
な
く
、
基
本
的

に
は
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
を
優
先

す
る
べ
き
。
建
て
替
え
か
長
寿
命
化

か
の
明
確
な
判
断
基
準
は
あ
る
の
か
。

 

こ
れ
ま
で
の
区
立
施
設
再
編
整

備
計
画
で
は
築　

年
で
の
改
築
を
基

５０

本
に
試
算
し
て
い
た
が
、
建
物
の
劣

化
状
況
等
の
診
断
や
長
寿
命
化
に
要

す
る
改
修
経
費
な
ど
を
勘
案
し
、
建

物
ご
と
に
改
築
時
期
を
決
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

過
去
最
高
額
の
予
算
規
模
と
な

っ
た
主
要
因
は
。
こ
こ
数
年
、
予
算

規
模
が
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
将
来
的

に
は
限
界
が
生
じ
る
と
考
え
る
が
、

区
長
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

 

区
立
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
改

築
・
改
修
な
ど
の
経
費
や
、
増
加
し

た
定
員
に
係
る
保
育
の
運
営
費
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
中
長
期
的
に

は
税
収
等
の
大
き
な
伸
び
も
期
待
で

き
な
く
な
る
た
め
、
保
育
事
業
の
民

営
化
や
区
立
施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
た
取

組
を
鋭
意
進
め
て
い
く
。

 

地
方
消
費
税
の
清
算
基
準
の
見

直
し
と
ふ
る
さ
と
納
税
の
影
響
額
は
。

 

清
算
基
準
見
直
し
は
消
費
税
８

％
で
は　

億
円
、
ふ
る
さ
と
納
税
は

１８

約　

億
円
の
影
響
額
を
見
込
ん
だ
。

２０

 

保
育
の
待
機
児
童
対
策
に
つ
い

て
、
地
域
需
要
を
ど
の
よ
う
に
き
め

細
か
く
分
析
す
る
の
か
。
平
成　

年
３０

度
の
認
可
保
育
所
の
定
員
計
画
数
と

計
画
通
り
に
整
備
が
完
了
し
た
場
合

の
整
備
率
は
、
ど
の
程
度
に
な
る
か
。

 

地
域
需
要
の
分
析
は
、
区
全
域

問答問答問答問答

を　

地
区
に
分
け
、
地
区
ご
と
に
保

１４
育
需
要
数
等
の
推
計
値
を
算
出
し
て

整
備
優
先
度
を
設
定
し
て
い
る
。　
３０

年
度
も
１
０
０
０
名
を
超
え
る
定
員

増
に
努
め
、
整
備
率
は
、　

年
４
月

３１

は　

％
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
る
。

４５

 

学
童
ク
ラ
ブ
の
需
要
対
策
を
含

む
、
児
童
の
放
課
後
の
居
場
所
づ
く

り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
推
進
策
は
。

 

学
校
改
築
に
あ
わ
せ
た
整
備
や

既
存
学
童
ク
ラ
ブ
の
改
修
等
で
受
入

数
の
拡
大
を
図
る
。
ま
た
児
童
館
へ

の
直
接
来
館
制
度
や
放
課
後
等
居
場

所
事
業
な
ど
、
学
童
ク
ラ
ブ
以
外
に

も
多
様
な
居
場
所
を
確
保
し
て
い
く
。

 

ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
ム
杉
並
に
お
い

て
、
在
宅
医
療
推
進
の
た
め
に
地
域

の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
等
と
の
連

携
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

本
施
設
開
設
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
。

 

在
宅
医
療
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど

現
場
か
ら
の
意
見
や
提
言
、
医
療
・

介
護
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
分
析
結

果
を
基
に
、
地
域
の
医
療
機
関
や
介

護
事
業
所
等
と
共
に
検
討
し
、
区
の

実
態
に
即
し
た
在
宅
医
療
の
体
制
の

充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
各
相

談
機
関
等
が
相
互
に
連
携
を
図
る
こ

と
で
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
困

難
な
相
談
に
、
よ
り
適
切
な
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 

東
京
２
０
２
０
大
会
に
関
し
、

教
育
部
門
と
連
携
し
た
レ
ガ
シ
ー
の

創
造
は
考
え
て
い
る
か
。

 

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
視

点
を
当
て
た
レ
ガ
シ
ー
を
築
く
こ
と

は
重
要
と
考
え
る
。
今
後
、
教
育
委

員
会
と
も
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。

問答問答問答

 

　

年
度
予
算
を
編
成
す
る
に
あ

３０

た
り
、
特
に
留
意
し
た
点
、　

年
度

２９

予
算
と
の
相
違
点
を
問
う
。

 

総
合
計
画
の
最
後
の
ス
テ
ー
ジ

へ
の
弾
み
を
つ
け
る
年
度
と
な
る
た

め
、
減
災
・
防
災
対
策
、
少
子
高
齢
化

対
策
に
重
点
的
に
予
算
措
置
を
す
る

と
と
も
に
、
基
本
構
想
の
５
つ
の
目

標
ご
と
に
必
要
な
予
算
の
計
上
を
し

た
。　

年
度
予
算
と
の
相
違
は
、
ネ

２９

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
新
た
な
歳
入

確
保
策
の
取
組
や
こ
れ
ま
で
以
上
に

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
活
用
し
て

事
業
を
精
査
し
、
予
算
を
計
上
し
た
。

 

大
規
模
災
害
や
保
育
・
学
童
ク

ラ
ブ
待
機
児
童
対
策
、
高
齢
化
へ
の

対
応
な
ど
、
ど
の
課
題
も
多
額
の
予

算
が
必
要
で
あ
り
、
歳
入
状
況
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
計
画
的
な
予
算

措
置
に
よ
り
中
長
期
的
な
方
針
が
重

要
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

 

現
在
の
需
要
だ
け
で
な
く
、
将

来
の
需
要
を
見
据
え
る
と
と
も
に
、

限
ら
れ
た
資
源
を
効
果
的
に
配
分
す

る
視
点
を
持
っ
て
、
区
立
施
設
の
再

編
整
備
や
事
務
事
業
の
不
断
の
見
直

し
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
財

政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

問答問答

区民フォーラムみらい
安斉あきら

で
あ
り
、
区
民
の
理
解
を
得
な
が
ら

慎
重
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
。
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
交

流
協
会
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

町
会
・
自
治
会
の
新
た
な
担
い

手
の
発
掘
と
人
材
育
成
に
つ
い
て
の

具
体
策
は
。
町
会
・
自
治
会
と
商
店

街
の
実
行
委
員
会
に
よ
る
地
域
活
性

化
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
と
役
割
は
。

 

町
会
の
担
い
手
不
足
に
は
「
青

年
部
」
の
よ
う
な
事
例
も
参
考
に
支

援
す
る
。
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る

新
た
な
取
組
で
、
商
店
街
の
持
続
的

発
展
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

 

会
派
か
ら
要
望
し
た
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
の
食
品
を
子
ど
も
食
堂
へ
提

供
す
る
取
組
を
評
価
。
取
組
の
発
展

の
た
め
、
商
店
街
や
区
内
事
業
者
と

ど
う
連
携
・
協
力
し
て
い
く
の
か
。

 

広
報
紙
や
回
覧
板
な
ど
で
区
民

へ
の
き
め
細
か
な
周
知
や
、
商
店
街

イ
ベ
ン
ト
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
共

催
実
施
す
る
な
ど
、
発
展
に
尽
く
す
。

 

区
域
を
超
え
た
特
養
の
整
備
は

全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
が

「
エ
ク
レ
シ
ア
南
伊
豆
」の
取
組
を
今

後
ど
の
よ
う
に 
活 
か
し
て
い
く
の
か
。

い

ま
た
、
田
中
区
政
に
お
い
て
特
養
待

機
者
は
ど
の
程
度
解
消
さ
れ
た
の
か
。

 

区
域
外
特
養
整
備
の
展
開
は
、

南
伊
豆
の
効
果
検
証
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
交
流
自
治
体
の
青
梅
市
と
協

議
を
進
め
て
い
く
。
特
養
待
機
者
は
、

２
０
０
０
人
程
が
昨
年
末
で
１
０
０

０
人
程
ま
で
減
少
し
た
。　

年
度
に

３０

は
、
新
た
に
２
１
０
床
を
開
設
予
定
。

 

私
立
保
育
園
は
認
可
保
育
所
の

６
割
。
保
育
の
質
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

問答問答問答問

策
定
を
改
め
て
要
望
す
る
。
保
育
士

の
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
、
積
極
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

 

私
立
保
育
園
等
の
職
員
が
参
加

で
き
る
実
務
研
修
の
実
施
や
巡
回
相

談
・
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
区
立
保
育
園
が
地
域
の
中
核
園

と
な
っ
て
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
く
。

 

和
泉
児
童
館
か
ら
転
換
し
た
子

ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
和
泉
、
放
課

後
等
居
場
所
事
業
の
利
用
実
績
は
。

児
童
館
が
学
校
に
な
じ
め
な
い
児
童

を
支
え
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
成

田
西
、
下
井
草
児
童
館
が
子
ど
も
・

子
育
て
プ
ラ
ザ
に
転
換
後
も
、
引
き

続
き
受
け
入
れ
る
よ
う
求
め
る
。

 

和
泉
児
童
館
と
比
べ
る
と
、
プ

ラ
ザ
和
泉
は
乳
幼
児
で
約
４
倍
、
和

泉
学
園
の
放
課
後
等
居
場
所
事
業
は

約
２
倍
の
利
用
が
あ
っ
た
。
学
校
に

な
じ
め
な
い
子
が
利
用
を
希
望
す
る

場
合
は
、
学
校
や
保
護
者
等
と
調
整

・
連
携
し
な
が
ら
受
け
入
れ
て
い
く
。

 

区
長
の
教
育
行
政
に
対
す
る
姿

勢
と
重
要
事
案
へ
の
対
応
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

 

教
育
行
政
は
、
現
場
を
知
る
教

育
長
や
教
育
委
員
が
中
心
と
な
っ
て

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
姿

で
、
信
頼
し
て
任
せ
て
い
る
。
重
大

な
問
題
等
の
発
生
時
に
は
、
総
合
教

育
会
議
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
連
携

し
て
対
応
す
る
。
教
員
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
は
、
夏
季
休
業
中
の

「
学
校
閉
庁
日
」の
設
定
や
推
進
プ
ラ

ン
を
策
定
し
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

答問答問答

 

原
水
爆
禁
止
運
動
発
祥
の
地
で

あ
る
杉
並
区
の
区
長
と
し
て
、
核
軍

縮
に
向
け
た
世
界
の
動
き
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。
区
内
団
体
等
と
連

携
し
、
区
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

平
和
記
念
事
業
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

 

核
兵
器
が
人
道
上
大
き
な
問
題

を
も
た
ら
す
こ
と
を
認
識
し
、
国
際

社
会
が
結
束
す
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
て
い
る
。　

年
度
の
記
念
事
業
は
、

３０

被
爆
者
団
体
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

効
果
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
障

が
い
者
分
野
、
子
ど
も
分
野
、
地
域

と
の
連
携
の
取
組
に
期
待
。
支
え
あ

い
の
仕
組
み
づ
く
り
と
地
域
共
生
社

会
に
向
け
た
区
長
の
決
意
を
問
う
。

 

一
朝
一
夕
に
は
解
決
で
き
な
い

が
、
地
域
で
活
動
す
る
団
体
、
事
業

者
と
話
し
合
い
、
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
取
組
を
前
進
さ
せ
て
い
く
。

 

民
泊
の
実
施
は
、
地
域
の
安
心

・
安
全
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
配
慮

を
要
望
す
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

の
基
本
的
な
考
え
は
。
外
国
人
在
住

者
も
増
え
て
い
る
が
、
多
様
性
の
あ

る
杉
並
を
作
る
た
め
の
方
針
を
問
う
。

 

良
質
な
住
環
境
の
保
全
が
第
一

問答問答問答

いのち・平和クラブ
市来とも子

　３月９日、予算特別委員会の審議中に
地震が発生したという想定で、出席者が
訓練に参加しました。
　シェイクアウト訓練は、あらかじめ決
められた時間に、参加者全員がその場で
身の安全を図る行動を取る訓練です。

シェイクアウト訓練に参加しました
　本紙に掲載されている質問や答弁は、
編集したものです。
　区議会ホームページの動画や会議録
から、全ての内容をご覧になれます。
　トップページにあるボタン（右図）か
ら簡単にご利用いただけます。

議会のくわしい内容は、こちらから！ 検索検索検索杉並区議会

区民ニーズを先読みし
未来に向けた
確かな区政経営の実践を

高齢者、障がい者、子ども、
地域に根ざす
区民福祉の向上を
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ど
も
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
居
場

所
と
な
っ
て
い
る
公
園
の
乱
暴
な
取

り
上
げ
。
区
政
史
上
、
前
例
の
無
い

「
ま
ち
壊
し
」
が
進
ん
で
お
り
、
各
地

で
住
民
が
計
画
中
止
を
求
め
る
切
実

な
声
を
上
げ
て
き
た
。
区
長
は
住
民

の
声
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

 

計
画
を
進
め
る
際
、
丁
寧
な
説

明
に
努
め
て
き
た
。
引
き
続
き
幅
広

く
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

 

田
中
区
政
に
よ
る
住
民
無
視
の

区
政
運
営
は
、
区
民
参
画
の
権
利
を

 
謳 
う
自
治
基
本
条
例
「
区
民
等
が
政

う
た策

の
立
案
か
ら
実
施
、
評
価
に
至
る

ま
で
の
過
程
に
主
体
的
に
参
加
し
意

思
決
定
に
関
わ
る
」
に
も
明
確
に
反

し
て
お
り
、
直
ち
に
是
正
す
べ
き
。

 

区
民
等
の
意
見
提
出
手
続
き
な

ど
で
の
ご
意
見
等
を
勘
案
し
、
限
ら

れ
た
資
源
の
効
果
的
分
配
の
視
点
で

政
策
判
断
し
、
計
画
決
定
し
て
い
る
。

 

二
元
代
表
制
を
軽
視
す
る
田
中

区
長
の
姿
勢
は
放
置
出
来
な
い
。
区

長
が
女
性
議
員
の
質
問
に
机
を
叩
き

答
弁
に
立
つ
パ
ワ
ハ
ラ
行
為
に
及
ん

だ
。
住
民
配
布
文
書
に
は
「
議
会
の

チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
と
物
事
が
進
ま
な

い
」
と
議
会
を 
愚  
弄 
し
、
会
派
の
違

ぐ 

ろ
う

い
を
超
え
て
問
題
と
な
っ
た
。
区
長

は
こ
れ
ま
で
の
態
度
を
反
省
し
緊
張

感
あ
る
姿
勢
で
議
会
に
臨
む
べ
き
。

 

議
会
と
首
長
が 
切  
磋  
琢  
磨 
し
自

せ
っ 
さ 
た
く 
ま

治
の
発
展
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
肝
要
。

 

　

区
長
の
中
で
田
中
区
長
だ
け

２３

が
毎
年
１
千
万
円
以
上
の
大
規
模
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。「
国
民

の
疑
惑
を
招
き
か
ね
な
い
よ
う
な
大

規
模
な
も
の
の
開
催
は
自
粛
す
る
」

答問答問答問

と
示
す
大
臣
規
範
に
も
反
す
る
。
区

政
に
関
連
の
深
い
団
体
関
係
者
も
関

与
し
て
お
り
道
義
的
な
問
題
も
あ
る
。

 

国
務
大
臣
と
同
列
に
論
じ
る
こ

と
は
無
理
。
政
治
家
は
会
合
を
開
く

時
に
大
勢
の
方
々
に
対
応
で
き
る
機

会
を
つ
く
る
こ
と
が
目
標
。
多
く
の

皆
さ
ま
に
賛
同
い
た
だ
い
て
い
る
。

 

杉
並
区
は
財
政
力
の
豊
か
さ
や

健
全
性
が
示
さ
れ
る
一
方
、
財
政
力

に
応
じ
た
区
民
福
祉
向
上
の
施
策
が

行
わ
れ
て
い
な
い
。
５
５
０
億
円
も

の
基
金
積
み
立
て
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。
過
大
な
積
み
立
て
の
見
直
し
を
。

 

景
気
の
落
ち
込
み
に
よ
る
大
幅

な
減
収
や
大
規
模
災
害
等
に
備
え
、

最
低
限
必
要
な
額
と
し
て
基
金
の
積

み
立
て
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

新
設
認
可
保
育
所
で
は
開
設
半

年
で
正
規
保
育
士
５
名
が
退
職
す
る

等
、
職
員
の
離
職
が
深
刻
。
保
育
の

質
の
確
保
に
も
重
大
な
影
響
。
都
新

規
事
業
の
保
育
人
材
確
保
支
援
や
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
支
援
の
活
用
を
。

 

保
育
士
等
が
継
続
し
て
勤
務
す

る
こ
と
は
、
保
育
の
安
定
性
や
継
続

性
等
、
保
育
の
質
の
観
点
か
ら
重
要
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
は
現
場
の
実

情
に
応
じ
て
判
断
。
人
材
確
保
支
援

事
業
等
は
内
容
に
よ
り
判
断
す
る
。

 

来
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
制

度
が
広
域
化
。
区
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
廃
止
す
れ
ば
医
療
費

の 
増  
嵩 
と
と
も
に
保
険
料
負
担
が
急

ぞ
う 
す
う

増
す
る
。
繰
り
入
れ
を
継
続
す
べ
き
。

 

保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え

る
た
め
、
国
・
都
の
激
変
緩
和
措
置

の
ほ
か
、
区
独
自
の
緩
和
策
を
検
討
。

答問答問答問答

 

昨
年
、
人
類
史
上
初
め
て
核
兵

器
を
違
法
と
す
る
核
兵
器
禁
止
条
約

が
採
択
。
一
方
、
被
爆
国
日
本
政
府

は
世
界
の
流
れ
に
逆
行
。
原
水
爆
禁

止
署
名
運
動
発
祥
の
地
・
杉
並
区
は

政
府
に
条
約
参
加
を
強
く
迫
る
べ
き
。

 

区
も
参
加
す
る
平
和
首
長
会
議

が
首
相
宛
て
に
実
効
性
あ
る
条
約
と

な
る
よ
う
力
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め

る
要
請
文
を
提
出
。
今
後
も
志
を
同

じ
く
す
る
自
治
体
と
協
力
し
て
い
く
。

 

田
中
区
政
の
も
と
区
立
施
設
の

削
減
等
が
進
め
ら
れ
、
各
地
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
２
期
８
年

を
振
り
返
る
と
、
児
童
館
施
設
の
全

廃
方
針
で
３
館
が
廃
止
。
杉
並
区
が

誇
る
科
学
館
は
全
国
の
科
学
者
が
存

続
を
求
め
る
中
、
廃
止
。
あ
ん
さ
ん

ぶ
る
荻
窪
は
国
と
の
財
産
交
換
に
よ

り
廃
止
。
高
円
寺
地
域
小
中
一
貫
校

は
３
・
５
校
分
の
小
中
学
校
を
１
校

に
統
廃
合
。
施
設
の
大
規
模
化
に
よ

り
住
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
受
け
る

住
民
の
抗
議
行
動
を
工
事
業
者
が
ス

ラ
ッ
プ（
恫
喝
）訴
訟
で
訴
え
る
異
常

事
態
に
。
児
童
・
保
護
者
置
き
去
り

で
公
立
保
育
園
の
廃
止
方
針
を
決
定
。

保
育
所
整
備
用
地
確
保
を
理
由
に
子

問答問

日本共産党杉並区議団
山田耕平

や
か
に
実
現
で
き
る
よ
う
、
余
裕
を

も
っ
て
財
源
保
留
す
る
の
が
礼
儀
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

 

総
合
・
実
行
計
画
を
停
滞
さ
せ

ら
れ
な
い
の
で
例
年
同
様
の
予
算
編

成
と
し
た
。
財
源
保
留
を
増
や
す
に

は
財
調
基
金
の
取
崩
額
増
と
な
る
が
、

そ
こ
ま
で
す
る
理
由
は
全
く
な
い
。

 

各
課
予
算
要
求
額
に
対
す
る
本

予
算
案
の
削
減
率
が
こ
こ　

年
で
最

１０

も
低
い
。
も
う
少
し
厳
し
く
行
財
政

改
革
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

何
度
も
言
う
が
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
財
政
指
標
を
区
政
の
評
価
と
す

る
の
は
、
私
と
し
て
は
考
え
方
が
違

う
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

 

財
政
の
ル
ー
ル
と
し
な
が
ら
近

年
の
経
常
収
支
比
率
の
目
標
未
達
を

ど
の
よ
う
に
反
省
し
て
い
る
の
か
。

 

目
標
未
達
は 
真  
摯 
に
受
け
止
め

し
ん 
し

て
い
る
が
、
一
方
で
目
標
が
実
態
に

合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
。

 

現
在
の
緩
い
基
準
の
財
政
の
ル

ー
ル
す
ら 
遵  
守 
で
き
な
い
状
況
が
続

じ
ゅ
ん 
し
ゅ

い
て
い
る
が
、
真
剣
に
財
政
健
全
化

に
挑
む
の
な
ら
ば
、
新
た
に
さ
ら
に

厳
し
い
ル
ー
ル
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

 

他
自
治
体
と
比
較
が
で
き
る
、

よ
り
実
態
に
即
し
た
ル
ー
ル
を
検
討
。

 

財
政
運
営
の
長
期
的
視
点
と
は

一
体
何
を
示
す
の
か
。
中
長
期
財
政

計
画
の
策
定
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

 

変
化
が
激
し
い
時
代
の
中
で
、

中
長
期
的
な
財
政
の
展
望
を
描
く
こ

と
は
非
常
に
困
難
と
考
え
て
い
る
。

 

長
期
区
債
発
行
で　

年
後
に
負

２５

担
を
強
い
ら
れ
る
世
代
の
生
産
年
齢

人
口
が
激
減
す
れ
ば
、
１
人
当
た
り

答問答問答問答問答問

の
荷
重
は
激
増
し
、
む
し
ろ
不
公
平

に
な
る
。
将
来
推
計
人
口
等
を
加
味

し
た
施
設
再
編
や
区
債
発
行
計
画
、

ル
ー
ル
を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

区
債
発
行
計
画
等
の
策
定
の
予

定
は
な
い
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
ビ
ジ

ッ
ト
支
援
事
業
は
単
な
る
地
方
創
生

事
業
で
、
２
０
２
０
東
京
五
輪
の
レ

ガ
シ
ー
と
呼
ぶ
に
は 
大  
袈  
裟 
で
は
。

お
お 

げ 

さ

 

事
業
を
き
っ
か
け
に
、
交
流
自

治
体
等
の
住
民
と
杉
並
区
民
の
絆
が

さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
が
レ
ガ
シ
ー
。

 

記
者
会
見
資
料
、
区
や
交
流
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
交
流
自
治

体
の
数
も
対
象
も
あ
ま
り
に
バ
ラ
バ

ラ
で
あ
る
が
、
統
一
す
べ
き
で
は
。

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
修
正
し
た
。

 

記
者
会
見
資
料
や
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
日
本
地
図
に
北
方
領
土
、

竹
島
、 
尖  
閣 
諸
島
さ
ら
に
沖
縄
県
す

せ
ん 
か
く

ら
無
く
大
変
遺
憾
で
あ
る
。
外
国
語

表
記
も
あ
る
が
中
国
語
表
記
で
尖
閣

諸
島
は
じ
め
沖
縄
県
が
、
韓
国
語
表

記
で
竹
島
が
な
い
の
は
致
命
的
で
あ

り
、
杉
並
区
が
領
有
権
を
放
棄
し
た

か
に
誤
解
を
生
み
か
ね
な
い
が
。

 

交
流
自
治
体
の
位
置
を
わ
か
り

や
す
く
示
し
た
も
の
で
、
領
土
を
示

す
目
的
で
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

 

こ
の
際
、
領
土
に
つ
い
て
問
う

が
、
特
に
交
流
自
治
体
の
関
係
で
台

湾
が
領
有
権
を
主
張
す
る
尖
閣
諸
島
、

韓
国
が
領
有
権
を
主
張
す
る
竹
島
に

つ
い
て
見
解
を
求
め
る
。

 

い
ず
れ
も
わ
が
国
の
領
土
で
あ

る
こ
と
が
、
わ
が
国
の
立
場
で
あ
る
。

答問答問答問答問答

 

か
つ
て
田
中
区
長
と
朝
鮮
総
連

と
の
密
な
る
関
係
を
指
摘
し
た
が
、

現
在
で
も
区
長
と
い
う
立
場
で
の
つ

き
あ
い
は
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。

 

過
去
に
総
連
議
長
が
亡
く
な
ら

れ
た
際
に
弔
意
を
示
し
た
。
区
長
の

立
場
で
の
直
接
の
関
わ
り
は
な
い
。

区
内
に
は
様
々
な
人
が
住
ん
で
お
り
、

区
政
と
関
わ
る
団
体
は
数
多
く
あ
る
。

 

ふ
る
さ
と
納
税
を
盛
ん
に
批
判

し
て
い
る
が
、
施
策
の
新
規
提
案
・

実
施
な
ど
の
自
治
体
間
競
争
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

 

自
治
体
の 
切  
磋  
琢  
磨 
は
必
要
だ

せ
っ 
さ 
た
く 
ま

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
態
は
い
ま

だ
官
製
通
販
で
あ
り
問
題
が
あ
る
。

 

予
算
編
成
方
針
で
憲
法
に
ふ
れ

て
い
る
が
大
日
本
帝
国
憲
法
の
評
価

と
、
現
憲
法
８
章
の
地
方
自
治
に
関

す
る
事
項
等
、
首
長
の
職
責
に
関
す

る
部
分
で
憲
法
改
正
す
べ
き
点
が
あ

る
の
か
、
意
見
を
問
う
。

 

明
治
時
代
当
時
の
国
情
に
合
っ

た
憲
法
を
制
定
し
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
現
行
憲
法
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
見
解
は
差
し
控
え
る
。

 

本
予
算
編
成
は
新
た
に
信
託
を

受
け
た
新
区
長
が
公
約
の
一
端
を
速

問答問答問答問

自民・無所属クラブ
佐々木　浩

q

s

r

t

uuuuuuuuuuuuuuuuu

uuuuuuuuuuuuuuuuu

v
v
v
v
v
v
v
v

v
v
v
v
v
v
v
v

　

区
議
会
は
、
東
京
都
が
「
東

京
都
受
動
喫
煙
防
止
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
、
施
行
す
る
に

あ
た
り
、
地
域
の
実
態
を
配
慮

し
、
多
く
の
都
民
お
よ
び
関
係

者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
条
例
と

な
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
を
、

３
月　

日
付
で
都
へ
提
出
し
ま

１５

し
た
。

※
意
見
書
の
全
文
は
区
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。 「

東
京
都
受
動
喫
煙

「
東
京
都
受
動
喫
煙
防防

止
条
例
化
に
関
す
る

止
条
例
化
に
関
す
る
意意

見
書
」
を
提

見
書
」
を
提
出出

i

k

j

l

mmmmmmmmmmmmmmmmm

mmmmmmmmmmmmmmmmm

n
n
n
n
n
n

n
n
n
n
n
n

【
採
択
】

◇
杉
並
区
議
会
か
ら
東
京
都
へ
、

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
関
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

（　

陳
情
第　

号
）

２９

２４

【
み
な
し
採
択
】

◇
杉
並
区
議
会
か
ら
東
京
都
へ
、

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
関
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

（　

陳
情
第　

号
）

２９

２５

【
み
な
し
不
採
択
】

◇
住
宅
宿
泊
事
業
法
に
関
す
る

杉
並
区
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の

陳
情
（　

陳
情
第
５
号
）

３０

【
取
り
下
げ
承
認
】

◇
杉
並
区
議
会
の
解
散
を
求
め

る
陳
情
（　

陳
情
第　

号
）

２９

１８

＝
陳

情

の

　

審
査
結
果
＝

住民無視の計画強行
 止 めよ、区民が主人公の
や

区政に転換を

任期わずかの区長が
年間財源を使い切る
予算案とは非礼なり
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意 見 発意 見 発 表表意 見 発意 見 発 表表
　予算特別委員会の最終日に、各会派から予
算の賛否について意見の発表がありました。
その要旨をお知らせします。
　なお、次の会派からも意見の発表がありま
した。

　杉並わくわく会議　　共に生きる杉並
　美しい杉並　　　　　無所属
　日本維新の会

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成３３３３３３３３３３００００００００００年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいい平成３０年度予算についててててててててててて

意
見
・
要
望
を
述
べ
る
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
に
関
し
、
耐
震

・
不
燃
化
、
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備

事
業
、
帰
宅
困
難
者
対
策
な
ど
を
図

る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
防

災
・
防
犯
対
策
は
ま
だ
途
上
で
あ
り
、

実
質
的
な
早
期
実
現
を
要
望
す
る
。

　

魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
出
す
る
に
は
、

民
間
活
力
と
も
連
携
し
、
新
し
い
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の
ア
イ
デ
ア
が
求

め
ら
れ
る
。
地
域
連
携
型
商
店
街
支

援
事
業
は
広
範
囲
に
周
知
啓
発
を
行

う
こ
と
が
、
事
業
成
功
の
鍵
。
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
、
わ
が
会
派
が
保
全
の
努
力
を
要

望
し
て
き
た 
荻  
外  
荘 
の
、
公
園
整
備

て
き 
が
い 
そ
う

に
向
け
た
取
組
を
高
く
評
価
す
る
。

　

健
康
長
寿
や
支
え
あ
い
に
関
し
、

地
域
共
生
社
会
の
構
築
を
見
据
え
た

包
括
的
・
総
合
型
の
施
設
「
ウ
ェ
ル

フ
ァ
ー
ム
杉
並
」
の
開
設
を
高
く
評

価
す
る
。
ま
た
、
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
や
重
度
障
害
者
の
通
所

支
援
施
設
の
整
備
着
手
な
ど
を
評
価
。

　

人
を
育
む
施
策
に
関
し
、
認
可
保

育
施
設
の
整
備
推
進
、
保
育
の
質
の

向
上
を
図
る
取
組
を
高
く
評
価
す
る
。

ま
た
、子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
の
開

設
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
、
外
国
語

教
育
の
充
実
、
児
童
虐
待
対
策
の
強

化
な
ど
、
子
ど
も
を
守
り
未
来
へ
育

て
て
い
く
区
の
姿
勢
を
確
認
で
き
た
。

　

財
政
健
全
化
と
持
続
可
能
な
財
政

運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
し
っ
か
り

と
見
直
し
を
進
め
、
具
体
的
な
ル
ー

ル
の
早
急
な
策
定
を
強
く
求
め
る
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
を
は

３０

じ
め
各
特
別
会
計
予
算
に
賛
成
の
立

場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
。

　

予
算
は
①
基
本
構
想
実
現
へ
の
予

算
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
②
区
民
の

課
題
解
消
を
目
的
と
し
て
い
る
予
算

か
③
区
民
の
自
助
・
共
助
を
促
す
予

算
か
④
未
来
に
向
け
た
内
容
の
予
算

か
⑤
持
続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営

か
⑥
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
将

来
に
向
け
て
安
定
し
た
予
算
か
、
と

い
う
視
点
か
ら
精
査
し
、
審
議
し
た
。

次
に
、
個
別
施
策
に
関
す
る
会
派
の

新
し
い
時
代
の
事
業
効
率
化
と
財
政
規
律
を

新
し
い
時
代
の
事
業
効
率
化
と
財
政
規
律
を
捉捉

え
た
予
算
構
築

え
た
予
算
構
築
をを

杉
並
区
議
会
自
由
民
主
党

今　

井　

ひ
ろ
し

時
代
の
変
化

時
代
の
変
化
とと
喫
緊

 
喫  
緊 
の
課
題
を
踏
ま
え
迅
速

の
課
題
を
踏
ま
え
迅
速
でで

き
っ 
き
ん

的
確
な
区
政
運
営
を

的
確
な
区
政
運
営
を
！！
杉
並
区
議
会
公
明
党

川
原
口　

宏　

之

地
方
自
治
の
目
的
は
「
住
民
の
福
祉
の
増
進

地
方
自
治
の
目
的
は
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」」

で
あ
で
あ
るる

区
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
み
ら
い

太　

田　

哲　

二

保
育
園
待
機
児
童
、
特
養
待
機
者
解
消
等
、

保
育
園
待
機
児
童
、
特
養
待
機
者
解
消
等
、
福福

祉
第
一
の
姿
勢
を
評

祉
第
一
の
姿
勢
を
評
価価
い
の
ち
・
平
和
ク
ラ
ブ

そ　

ね　

文　

子

〈予算特別委員会の動画検索方法〉 　杉並区議会ホームページ　閣　 　閣　録画中継　閣　委員会録画中継（外部リンク）

視
点
で
吟
味
し
た
。

　

ま
ず
、
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

長
期
的
な
視
点
で
の
健
全
性
の
確
保

や
事
前
統
制
的
な
仕
組
み
と
い
っ
た

点
に
留
意
し
た
上
で
、
新
た
な
ル
ー

ル
を
確
立
し
て
も
ら
い
た
い
。
同
時

に
、
新
た
な
公
会
計
制
度
に
基
づ
く

各
種
指
標
の
効
果
的
な
活
用
等
に
つ

い
て
も
検
討
を
要
望
す
る
。

　

次
に
、
食
品
ロ
ス
や
空
き
家
、
そ

し
て
経
済
格
差
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
常
設
窓

口
設
置
等
を
高
く
評
価
し
、
空
き
家

等
利
活
用
モ
デ
ル
事
業
の
推
進
に
期

待
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
子
供
の
貧

困
対
策
等
に
特
化
し
た
、
自
発
的
な

富
の
分
配
を
促
す
格
差
是
正
の
仕
組

み
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

医
療
と
介
護
に
つ
い
て
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
整
備
が
一
層
急
務
。
医
療
、

介
護
、
看
護
、
保
健
の
連
携
体
制
を

い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
が
肝
。

「
在
宅
医
療
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
ま
さ
に
そ
れ
を
担
う
機
関
。
先
駆

的
な
取
組
を
期
待
す
る
。

　

保
育
に
つ
い
て
、
保
育
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
と
地
域
偏
在
解
消
は
適
切
な

方
針
だ
っ
た
。
区
の
保
育
を
担
っ
て

き
た
家
庭
福
祉
員
な
ど
へ
も
、
し
っ

か
り
と
し
た
支
援
を
要
望
す
る
。

　

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
地

震
被
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果

か
ら
建
築
物
不
燃
化
助
成
と
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
設
置
支
援
の
対
象
に
、
火

災
危
険
度
が
高
い
地
域
を
加
え
た
こ

と
を
評
価
。
今
後
対
象
エ
リ
ア
の
住

民
へ
理
解
浸
透
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
、
各

３０

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
賛
成
の
立

場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
。

　

私
た
ち
は
事
業
計
画
と
予
算
を
、

時
代
の
変
化
と 
喫  
緊 
の
課
題
に
的
確

き
っ 
き
ん

に
対
応
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、

と
い
う
観
点
を
柱
に
①
健
全
財
政
の

維
持
が
見
込
め
る
か
②
総
合
計
画
と

区
立
施
設
再
編
整
備
計
画
の
改
定
を

念
頭
に
、
実
行
計
画
を
着
実
に
前
進

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
③
区

民
の
た
め
の
施
策
が
区
民
目
線
で
講

じ
ら
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
ら
３
つ
の

今
日
、
保
育
園
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
若
干
触
れ
て
お
く
。

　

認
可
保
育
園
を
中
心
に
し
た
保
育

園
整
備
は
、
こ
の
１
年
間
で
間
違
い

な
く
画
期
的
に
前
進
し
た
。
新
年
度
、

低
所
得
者
向
け
の
保
育
料
減
免
制
度

の
周
知
を
し
っ
か
り
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

厚
労
省
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
打
ち
出
し
て
か
ら
数
年
し
か
経

て
い
な
い
が
、
杉
並
区
で
は
目
に
見

え
る
形
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

建
設
、
天
沼
３
丁
目
の
ウ
ェ
ル
フ
ァ

ー
ム
杉
並
の
落
成
が
な
さ
れ
た
。
保

健
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険
計
画

で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

完
成
期
は
２
０
２
４
年
か
ら　

年
と

２６

な
っ
て
い
る
。
基
礎
が
終
わ
り
、
こ

れ
か
ら
中
身
充
実
・
体
制
づ
く
り
。

人
材
、
知
恵
、
工
夫
と
い
っ
た
目
に

見
え
な
い
力
が
重
き
を
占
め
る
。

　

障
害
者
施
策
に
関
し
、
移
動
支
援

が
過
去
に
比
べ
て
大
い
に
前
進
し
た

こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、
拡
充
改
善

す
べ
き
部
分
が
残
っ
て
い
る
。
声
を

よ
く
聞
い
て
、
改
善
し
て
ほ
し
い
。

　

区
立
施
設
再
編
整
備
計
画
に
関
し
、

長
寿
命
化
計
画
を
ま
と
め
て
い
く
予

定
だ
が
、
待
っ
た
な
し
の
施
設
も
あ

る
。
中
央
図
書
館
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
、
真
に
設
計
力
あ
る
も
の
を

選
定
し
て
ほ
し
い
。

　

産
業
振
興
で
は
、
日
本
の
破
産
件

数
は
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
用
心
深

い
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
杉
並
区
の

特
徴
の
一
つ
で
あ
る
ア
ニ
メ
は
、
事

業
者
と
連
携
を
密
に
し
て
、
事
業
発

展
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
案
並

３０

び
各
特
別
会
計
予
算
、
関
連
議
案
に

賛
成
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
。

　

杉
並
区
の
財
政
状
況
は
順
調
に
推

移
し
、
ま
た
行
財
政
改
革
も
順
調
で

あ
る
。
地
方
自
治
の
目
的
は
、
財
政

状
況
や
行
財
政
改
革
の
指
数
を
競
争

す
る
も
の
で
は
な
い
。
地
方
自
治
法

で
は
冒
頭
に「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」

が
２
回
も
繰
り
返
さ
れ
る
。「
住
民

の
福
祉
」
の
言
葉
は
幅
広
い
内
容
だ

が
、
そ
の
根
幹
は
社
会
保
障
。
少
子

高
齢
化
が
最
大
課
題
と
な
っ
て
い
る

ー
ム
杉
並
複
合
施
設
棟
の
整
備
⑤
子

ど
も
の
居
場
所
⑥
不
登
校
の
子
ど
も

へ
の
支
援
⑦
防
災
・
減
災
へ
の
取
組

⑧
環
境
へ
の
取
組
⑨
新
電
力
の
購
入

に
取
り
組
ん
で
き
た
姿
勢
⑩
遅
野
井

川
親
水
施
設
の
実
現
を
評
価
す
る
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
は
、

荻
窪
北
児
童
館
の
児
童
館
機
能
は
、

１
年
間
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、
そ
の

後
、
放
課
後
の
居
場
所
等
事
業
や
学

童
ク
ラ
ブ
は
改
築
後
の
桃
二
小
学
校

内
に
移
る
が
、
乳
幼
児
親
子
の
居
場

所
は
保
健
セ
ン
タ
ー
内
で
継
続
さ
れ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
荻
窪
北
児
童

館
で
ゆ
う
キ
ッ
ズ
事
業
に
関
わ
っ
て

き
た
グ
ル
ー
プ
が
継
続
し
て
関
わ
る

こ
と
、
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
天

沼
か
ら
も
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
う
こ
と
な
ど
、
荻
窪
駅
南

側
に
も
乳
幼
児
親
子
の
居
場
所
が
引

き
続
き
確
保
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
。

　

以
上
の
賛
成
理
由
に
加
え
、
区
立

保
育
園
民
営
化
に
つ
い
て
は
、 
拙  
速 

せ
っ 
そ
く

に
進
め
な
い
よ
う
求
め
る
。
２
０
２

４
年
度
に
は
区
立
園
を　

園
に
す
る

２７

と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
が
、
保
育

の
質
を
守
る
た
め
、
核
と
な
る
区
立

園
を
存
続
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

自
治
体
の
責
務
は
福
祉
の
向
上
に

あ
る
と
す
る
区
長
の
姿
勢
を
今
後
も

堅
持
し
、
区
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
杉
並
区
を
つ
く
っ
て
い
く
よ
う
期

待
す
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
２
０
１
８
年

度
杉
並
区
一
般
会
計
予
算
並
び
に
各

特
別
会
計
予
算
に
賛
成
す
る
。

　

い
の
ち
・
平
和
ク
ラ
ブ
は
、区
民
の

命
と
平
和
な
暮
ら
し
を
第
一
に
考
え
、

加
速
を
続
け
る
超
少
子
高
齢
社
会
に

中
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
、
い
か

に
区
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
か
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
希

望
を
持
て
る
方
向
に
な
っ
て
い
る
か
、

緊
急
を
要
す
る
課
題
に
応
え
る
予
算

と
な
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
を
踏

ま
え
①
財
政
運
営
の
堅
実
な
取
組
②

認
可
保
育
所
の
整
備
③
特
養
ホ
ー
ム

の
待
機
者
解
消
対
策
④
ウ
ェ
ル
フ
ァ
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住
民
無
視
、
区
政
私
物
化
の
区
政
運
営
を
改
め

住
民
無
視
、
区
政
私
物
化
の
区
政
運
営
を
改
め
、、

区
民
負
担
の
軽
減

区
民
負
担
の
軽
減
へへ

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団

上
保　

ま
さ
た
け

区
中
借
金
ワ
ー
ス
ト
５
位
／
貯
金
ワ
ー
ス
ト

　

区
中
借
金
ワ
ー
ス
ト
５
位
／
貯
金
ワ
ー
ス
ト
３３

２３２３位

財
政
不
安
で
反
対

位　

財
政
不
安
で
反
対
！！
自
民
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

藤　

本　

な
お
や

示
し
た
経
過
が
明
確
。
あ
ん
さ
ん
ぶ

る
荻
窪
の
廃
止
に
よ
り
新
た
な
財
政

負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
大
切
な
財
産

が
失
わ
れ
る
こ
と
は
、
田
中
区
政
に

よ
る
失
政
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

　

ま
た
、
区
民
利
用
や
収
支
見
通
し

等
の
ま
と
も
な
調
査
検
討
も
な
く
、

海
の
な
い
杉
並
へ
の
ビ
ー
チ
コ
ー
ト

建
設
な
ど
区
政
運
営
の
不
透
明
さ
も

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

加
え
て
、
田
中
区
長
の
区
政
私
物

化
も
深
刻
。
こ
の
間
、
田
中
区
長
は

公
用
車
を
使
用
し
、
他
区
の
選
挙
応

援
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
党
区
議

団
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
り
、
区
長

も
事
実
を
認
め
た
。
公
用
車
の
私
的

利
用
は
世
論
の
反
発
に
よ
り
辞
任
し

た
舛
添
前
都
知
事
の
都
政
私
物
化
の

象
徴
で
あ
り
、
区
長
が
同
様
に
公
用

車
を
私
的
利
用
し
て
い
た
実
態
は
重

大
問
題
。
首
長
の
資
格
が
厳
し
く
問

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

こ
の
間
、
安
倍
政
権
の
悪
政
に
よ

り
、
負
担
増
が
深
刻
と
な
り
、
区
民

生
活
が
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て
い

る
中
、
国
保
料
の
値
上
げ
は
深
刻
。

来
年
度
か
ら
の
都
道
府
県
化
を
機
に
、

法
定
外
繰
入
が
段
階
的
に
縮
減
し
解

消
さ
れ
る
た
め
保
険
料
が
急
増
す
る
。

何
よ
り
国
保
は
社
会
保
障
制
度
で
あ

る
。
区
民
負
担
軽
減
に
全
力
を
尽
く

し
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。

　

以
上
、
質
疑
を
通
じ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
主
な
問
題
点
か
ら
、
一
般
会

計
予
算
と
各
特
別
会
計
予
算
に
は
反

対
す
る
。

　

田
中
区
政
の
も
と
「
区
民
無
視
」

「
計
画
あ
り
き
」
の
区
政
運
営
が
行

わ
れ
、
区
民
の
財
産
で
あ
る
区
立
施

設
が
次
々
と
削
減
、
廃
止
さ
れ
、
区

民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。

　

そ
の
象
徴
の
一
つ
が
、
あ
ん
さ
ん

ぶ
る
荻
窪
と
税
務
署
の
財
産
交
換
。

田
中
区
長
が
荻
窪
駅
周
辺
整
備
に
関

わ
り
、
根
拠
も
見
通
し
も
な
く
、
税

務
署
が
入
れ
る
施
設
を
整
備
す
る
な

ど
と
し
た
安
易
な
約
束
が
破
綻
し
、

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
と
の
交
換
を
提

区
平
均
が
２
２
４
億
円
に
対
し
て
杉

並
区
は
２
６
６
億
円
と
逆
転
。
平
成

　

年
度
は
、
こ
の
差
が
さ
ら
に
広
が

３０る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

一
方
、
基
金
残
高
は
特
別
区
平
均

と
比
べ
て
６
割
程
度
し
か
な
く
、
さ

ら
に「
区
民
一
人
当
た
り
の
基
金
額
」

で
計
算
し
た
と
こ
ろ
、
平
均
よ
り　
１７

万
６
６
２
５
円
少
な
い
７
万
９
０
１

０
円
で
、　

区
中　

番
目
と
い
う
結

２３

２１

果
だ
っ
た
。

　

区
民
福
祉
の
向
上
と
区
政
の 
喫  
緊 

き
っ 
き
ん

の
課
題
解
決
に
は
、
ま
ず
財
政
が
健

全
で
な
け
れ
ば
成
し
え
ず
、
今
の
田

中
区
政
は
目
先
の
課
題
ば
か
り
追
い

か
け
、
将
来
を
見
据
え
た
大
き
な
視

点
で
の
財
政
と
い
う
道
理
が
見
え
て

い
な
か
っ
た
と
私
た
ち
は
総
括
し
た
。

　

ま
た
今
年
６
月
に
区
長
選
挙
が
控

え
て
お
り
、
会
派
の
予
算
要
望
は

「
準
骨
格
予
算
を
望
む
」
の
一
本
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
示
さ
れ
た
予
算

案
に
お
け
る
財
源
保
留
額
は
約　

億
１０

円
し
か
な
く
、
区
長
選
挙
後
の
民
意

の
反
映
に
対
し
て
配
慮
の
な
い
予
算

案
で
も
あ
り
大
変
遺
憾
に
思
う
。

　

さ
ら
に
実
行
計
画
の
歳
出
計
画
額

は
４
分
の
１
が
未
計
上
で
あ
る
一
方
、

計
画
外
の
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
大
規
模
改
修
費
が
計
上
さ
れ
、

今
後
も
計
画
を
軽
視
す
る
施
設
整
備

が
乱
発
さ
れ
な
い
か
不
安
が
増
す
。

　

以
上
、
新
年
度
か
ら
１
０
０
日
し

か
任
期
の
な
い
現
職
区
長
が
通
年
予

算
を
編
成
し
た
事
、
今
後
の
財
政
面

で
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
予
算
と
判
断

し
、
一
般
会
計
予
算
案
に
反
対
す
る
。

　

私
た
ち
は
予
算
質
疑
に
あ
た
り
、

他
区
の
区
債
と
基
金
を
独
自
調
査
し
、

財
政
の
適
性
か
ら
予
算
を
検
証
し
た
。

　

こ
の
結
果
、　

年
度
予
算
時
に
お

３０

け
る
区
債
残
高
の
特
別
区
平
均
は
２

２
８
億
円
で
、
杉
並
区
の
３
１
２
億

円
は　

区
中
５
番
目
に
多
か
っ
た
。

２３

ま
た
区
債
残
高
の
推
移
で
は
、
平
成

　

年
度
に
杉
並
区
の
区
債
は
特
別
区

２１平
均
よ
り
１
７
６
億
円
少
額
で
あ
っ

た
が
、
翌
年
に
田
中
区
長
が
就
任
し

て
か
ら
は
毎
年
の
よ
う
に
区
債
を
発

行
し
続
け
、
平
成　

年
度
に
は
特
別

２８

予 算 特 別 委 員 会 と は
　区長から提案された平成３０年度予算案を審査するため、全
議員で構成する予算特別委員会を設置しました。３月２日か
ら１４日までの９日間にわたり、各歳入歳出について、区への
質疑等を行いました。
　区の予算は多岐にわたっているため、質疑は予算を使いみ
ちごと（総務費、保健福祉費、都市整備費など）に分け、そ
の内容を詳しく審議しました。
　予算特別委員会の様子は、区議会ホームページの録画中継
（動画）や会議録（５月下旬掲載予定）でご覧になれます。

渇委員長　　大和田　伸委員
渇副委員長　中村　康弘委員

情報公開請求件数　５件

請求内容決定日件数決定状況

請願・陳情処理件数（平成２３年から平成２７年改選前までの累計）等平成２９年５月２２日

４件公　　開
平成２９年第２回定例会議　保健福祉委員会（６月６日開催）音声での視聴平成２９年６月９日

継続審査中の請願・陳情に関する審査状況等平成２９年１１月２２日

議員に議会事務局から貸与しているパソコン関係等平成２９年１２月８日

平成２８年度分政務活動費領収書等証拠書類一式平成２９年９月１２日１件一部公開

　

杉
並
区
議
会
で
は
、「
新
公

会
計
制
度
」
に
つ
い
て
の
勉
強

会
を
平
成　

年
８
月
と　

月
の

２９

１２

２
回
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
公
会
計
制
度
の
導
入
の
意

義
や
統
一
的
な
基
準
に
基
づ
く

財
務
書
類
の
評
価
や
活
用
方
法

等
に
つ
い
て
、
公
認
会
計
士
や

杉
並
区
会
計
管
理
室
長
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

●
お
知
ら
せ
●

◇
新
会
派
結
成（
４
月
５
日
付
）

　

立
憲
民
主
党
杉
並
区
議
団

　
　

会
派
名
略
称

　
　
　
　
　

立
民

　
　

所
属
議
員
３
名

　
　
　
　
　

太
田　

哲
二

　
　
　
　
　

山
本　

あ
け
み

　
　
　
　
　

川
野　

た
か
あ
き

◇
住
所
変
更

　

小
林
ゆ
み
議
員
（
自
無
）

　
西
荻
南
３
儿
３
儿　

儿
１
０
３

１１

新新新新新新新新新新
公公公公公公公公公公
会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計
制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい

新
公
会
計
制
度
に
つ
い
ててててててててててて

議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員
勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉
強強強強強強強強強強
会会会会会会会会会会
をををををををををを
実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施
しししししししししし

議
員
勉
強
会
を
実
施
し
ままままままままままま

ししししししししししし
たたたたたたたたたたた

　

杉
並
区
議
会
情
報
公
開
条
例
第　
２２

条
に
基
づ
き
、
平
成　

年
１
月
〜　

２９

１２

月
の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

区
議
会
情
報
公
開
の

　
　
　
　

運
用
状
況
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※１リカレント教育＝社会人が必要に応じて学校へ戻って再教育を受ける、循環・反復型の教育体制
※２イニシャルコスト＝初期費用

一般質問一般質問
区政を問う 　区政全般にわたり、区長をはじめ

とする執行機関に対して行う質問を
一般質問といいます。２月１４日～１６
日に１６名が質問しました。

用語説明

 

拉
致
問
題
に
対
す
る
区
の
認
識

を
問
う
。
ま
た
、
拉
致
問
題
解
決
に

向
け
た
こ
れ
ま
で
の
区
の
取
組
は
。

 

区
で
は
拉
致
被
害
者
全
員
の
早

期
救
出
と
拉
致
問
題
の
１
日
も
早
い

全
面
解
決
を
願
い
、
毎
年　

月
の
拉

１２

致
被
害
者
家
族
支
援
パ
ネ
ル
展
の
開

催
な
ど
、
区
民
へ
の
情
報
提
供
、
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

中
学
生
の
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
の
テ
ー
マ
に
、
同
和
問
題
や
ア
イ

ヌ
の
人
々
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

が
含
ま
れ
て
い
る
の
に
、
拉
致
問
題

が
入
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

拉
致
問
題
は
重
要
な
人
権
テ
ー

マ
と
認
識
し
て
お
り
、
テ
ー
マ
と
し

て
加
え
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
く
。

 

「
自
転
車
対
歩
行
者
」
の
事
故

が
増
え
る
中
、
自
転
車
保
険
の
加
入

を
力
強
く
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

 

自
転
車
保
険
加
入
を
促
進
す
る

た
め
、
新
年
度
新
た
な
広
報
経
費
を

予
算
化
し
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
さ
ら
に
研
究
し
て
い
く
。

 

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
代
を
対
象
に
し
た
総
合
的
な
交
通

安
全
対
策
が
重
要
と
考
え
る
。

 

交
通
事
故
撲
滅
の
た
め
に
、
引

き
続
き
関
係
機
関
や
保
護
者
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連
携
し
、
安

全
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答問答問答

 

地
域
共
生
社
会
構
築
に
向
け
た

「
在
宅
医
療
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

 

支
援
の
対
象
を
、
福
祉
分
野
に

加
え
て
区
民
の
生
活
に
関
連
す
る
幅

広
い
分
野
も
想
定
し
、
セ
ン
タ
ー
が

分
野
の
壁
を
取
り
払
っ
て
調
整
す
る

と
い
う
新
た
な
機
能
を
担
っ
て
い
く
。

 

障
害
者
と
高
齢
者
が
共
に
利
用

で
き
る「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」

に
つ
い
て
、
区
の
所
管
の
連
携
や
安

全
安
心
に
関
わ
る
点
を
問
う
。

 

事
業
所
指
定
に
係
る
情
報
共
有

を
密
に
し
て
い
く
。
安
全
面
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
踏
ま
え
た
配
慮

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
支
援
状
況
等

を
確
認
し
、
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

 

人
手
不
足
の
解
消
に
向
け
た
地

域
共
生
社
会
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

 

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
求
人
情
報
の
提

供
を
は
じ
め
、
保
育
施
設
や
介
護
施

設
で
就
業
体
験
を
実
施
し
た
。

 

地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
向
け

た
取
組
は
今
後
ま
す
ま
す
推
進
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
総
合
計
画
・
実
行
計

画
へ
の
反
映
が
必
要
と
考
え
る
が
。

 

　

年
度
の
総
合
計
画
改
定
で
は
、

３０

地
域
共
生
社
会
の
視
点
に
意
を
用
い

る
と
と
も
に
、
社
会
環
境
の
変
化
等

必
要
に
応
じ
、
柔
軟
な
対
応
を
図
る
。

問答問答問答問答

 

区
民
の
１
０
０
歳
以
上
人
口
の

推
移
と
長
寿
化
に
伴
う
行
政
の
あ
り

様
の
変
化
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

 

本
年
１
月
現
在
３
６
３
名
で
、

　

年
前
か
ら
倍
増
し
て
い
る
。
全
世

１０代
が
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う

学
習
環
境
や
社
会
参
加
の
支
援
等
、

新
た
な
社
会
モ
デ
ル
を
意
識
し
、
積

極
的
な
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

健
康
寿
命
延
伸
の
目
標
へ
の
、

区
の
施
策
の
達
成
状
況
は
。

 

前
年
か
ら
男
性
０
・
０
６
、
女

性
０
・
１
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
区
民

の
健
康
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

健
康
寿
命
も
延
伸
し
て
い
る
と
認
識
。

 

シ
ニ
ア
層
の
就
労
支
援
は
、
区

の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
と
密
に
連
携
す

る
こ
と
で
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度
と

量
が
向
上
す
る
と
考
え
る
が
。

 

関
係
機
関
の
特
色
を
生
か
せ
る

よ
う
情
報
共
有
に
努
め
、
就
業
や
社

会
参
画
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

 

学
び
直
し
の
「 
リ 
カ
レ
ン
ト
教

※
１

育
」
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
等
、

区
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を
問
う
。

 

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
等
で
一
層

の
情
報
提
供
を
図
り
、
包
括
協
定
を

結
ん
で
い
る
区
内
大
学
等
と
連
携
し

た
取
組
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答問答

 

３
歳
児
健
診
の
視
力
検
査
に
お

け
る
、
弱
視
の
検
査
体
制
充
実
と
検

査
精
度
の
向
上
を
求
め
る
。

 

こ
れ
ま
で
の
家
庭
で
の
視
力
検

査
に
加
え
て
、
来
年
度
か
ら
視
能
訓

練
士
に
よ
る
視
力
検
査
や
機
器
を
導

入
し
、
検
査
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

 

幼
児
期
か
ら
高
齢
者
に
至
る
各

年
代
の
「
目
の
健
康
」
施
策
に
つ
い

て
、
区
長
の
見
解
を
問
う
。

 

「
目
の
健
康
」は
日
々
の
生
活
の

質
を
支
え
る
大
切
な
要
素
。
適
切
な

時
期
に
健
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
受

診
の
勧
奨
や
啓
発
を
図
り
、「
目
の
健

康
」
の
保
持
・
増
進
に
努
め
て
い
く
。

 

部
活
動
の
休
養
日
や
活
動
時
間

等
を
示
し
た
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
骨

子
案
を
区
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

 

既
に
、
生
徒
の
健
康
面
や
顧
問

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら

休
養
日
や
活
動
時
間
の
基
準
を
各
学

校
に
示
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は　

年
度
末
に
決
定
・
公
表
予
定
な

２９
の
で
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
区
と

し
て
必
要
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

 

国
が
示
す
部
活
動
と
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
を
区

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

将
来
的
に
は
連
携
を
視
野
に
入

れ
る
べ
き
と
考
え
、
ク
ラ
ブ
の
設
立

・
運
営
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答問答問答

 

子
供
が
育
む
べ
き
「
生
き
る

力
」
と
は
何
か
。
区
の
考
え
と
取
組

に
つ
い
て
問
う
。

 

人
が
社
会
に
関
わ
り
、
主
体
的

に
生
き
て
い
く
た
め
に
求
め
ら
れ
る

全
人
的
な
資
質
・
能
力
で
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
自
分
ら
し
く
生
き
抜
い

て
い
く
た
め
に
必
要
な
力
と
考
え
る
。

義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
て
、
こ
れ

ら
の
力
の
着
実
な
育
成
を
各
学
校
が

全
て
の
教
育
活
動
に
わ
た
り
実
施
し

て
い
く
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

 

日
本
の
児
童
生
徒
は
自
ら
考
え

学
ぶ
力
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
が
、
一

人
も
取
り
残
す
こ
と
な
く
「
生
き
る

力
」
を
つ
け
る
た
め
に
、
教
員
や
学

校
で
の
取
組
を
問
う
。

 

教
員
研
修
や
個
別
指
導
計
画
の

作
成
等
を
通
し
て
、
一
人
一
人
の
児

童
・
生
徒
を
理
解
し
、
個
に
応
じ
た

指
導
・
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

 

子
供
の
持
つ
力
を
引
き
出
す
た

め
に
は
、
保
護
者
が
子
供
の
成
長
段

階
に
応
じ
た
特
性
を
よ
く
理
解
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
。
い
わ
ゆ
る
家
庭

教
育
支
援
を
区
で
も
進
め
て
ほ
し
い

と
期
待
す
る
が
、
学
校
と
保
護
者
と

の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

 

保
護
者
と
の
個
別
面
談
を
定
期

的
に
行
う
等
の
中
で
、
保
護
者
と
の

必
要
な
連
携
を
働
き
か
け
て
い
る
。

問答問答問答

 

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い

う
大
き
な
柱
の
中
に
、
省
エ
ネ
建
築

物
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
盛
り

込
ま
れ
て
い
く
と
考
え
る
が
い
か
が
。

 

一
つ
の
要
素
に
な
る
と
考
え
る

が
、 
イ 
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
等
も
踏
ま

※
２

え
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

区
の
計
画
に
明
文
化
す
る
な
ど

環
境
配
慮
型
公
共
施
設
整
備
の
意
義

を
区
民
に
示
し
つ
つ
、
全
庁
的
に
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

 

方
針
を
策
定
す
る
こ
と
を
含
め
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。

 

無
電
柱
化
に
つ
い
て
、
災
害
に

強
く
、
景
観
へ
の
配
慮
な
ど
質
の
高

い
住
宅
都
市
を
作
る
上
で
必
要
性
が

高
い
、
と　

年
に
区
長
か
ら
答
弁
が

２６

あ
っ
た
が
取
組
の
現
状
と
方
向
性
は
。

 

大
変
重
要
な
事
業
と
考
え
て
い

る
が
、
区
道
の
無
電
柱
化
率
は
約
１

％
。
区
道
に
多
い
生
活
道
路
の
無
電

柱
化
推
進
を
目
的
に
昨
年
策
定
し
た

「
杉
並
区
無
電
柱
化
推
進
方
針
」
に

基
づ
き
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

 

国
や
都
で
無
電
柱
化
の
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
自
治
体
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
補
助
制
度
の
拡
充

な
ど
の
方
向
性
は
出
て
き
た
の
か
。

 

抜
本
的
な
対
策
は
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
都
の
時
限
的
な
補
助
制
度

等
を
活
用
し
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問答問答問答問答
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
化
、

無
電
柱
化
推
進
に
つ
い
て

山
本
あ
け
み

（
未
来
）

区
民
の
「
命
」
と
「
安
全
」

を
守
る
こ
と
こ
そ
区
の
責

務
で
あ
る

吉
田
あ
い

（
自
民
）

共
生
社
会
構
築
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

今
井
ひ
ろ
し

（
自
民
）

３
歳
児
健
診
の
視
力
検
査

と
働
き
方
改
革
に
お
け
る

部
活
動
を
問
う

大
熊
昌
巳

（
自
民
）

子
供
の
「
生
き
る
力
」「
自

ら
考
え
学
ぶ
力
」
を
育
む

教
育
を
願
う

井
原
太
一

（
自
民
）

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

健
康
施
策
、
就
労
支
援
、

生
涯
学
習
の
充
実
を中

村
康
弘

（
公
明
）

≪会派名≫平成３０年２月９日現在
自民／杉並区議会自由民主党　公明／杉並区議会公明党　未来／区民フォーラムみらい
平和／いのち・平和クラブ　共産／日本共産党杉並区議団　自無／自民・無所属クラブ
杉わ／杉並わくわく会議　共生／共に生きる杉並　美杉／美しい杉並　無／無所属　維新／日本維新の会
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介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
報
酬
引

き
下
げ
等
は
見
直
す
よ
う
国
に
求
め
、

区
独
自
の
処
遇
改
善
策
を
検
討
す
る

べ
き
。
ま
た
、
介
護
人
材
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
都
の
事
業
な
ど
も
活
用

す
べ
き
だ
が
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

国
に
対
し
見
直
し
を
求
め
る
考

え
も
、
区
独
自
の
処
遇
改
善
策
を
行

う
考
え
も
な
い
。
東
京
都
の
人
材
確

保
策
に
つ
い
て
は
、
活
用
し
て
い
く
。

 

小
中
学
校
の
教
育
環
境
改
善
と

震
災
救
援
所
の
機
能
強
化
の
た
め
に
、

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
促
進
、
体

育
館
へ
の
冷
房
設
置
な
ど
を
行
う
べ

き
だ
が
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
は
、

区
全
体
の
洋
式
化
率
を
引
き
上
げ
る

よ
う
努
め
て
い
く
。
体
育
館
へ
の
冷

房
設
置
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
も
一
緒
に
進
め
る
こ
と
で
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
活
用
も
広
が
る
の
で

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

 

阿
佐
谷
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
こ
の
間
、
杉
一
小
跡
地
活

用
の
問
題
や
緑
、
プ
ー
ル
の
廃
止
な

ど
様
々
な
点
で
地
域
住
民
や
商
店
か

ら
懸
念
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
声
を
計
画
に
反
映
さ
せ

る
べ
き
だ
が
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

地
域
へ
の
情
報
提
供
を
行
い
な

が
ら
、
声
を
し
っ
か
り
聞
い
て
い
く
。

問答問答問答
介
護
保
険
制
度
改
定
へ
の

対
策
と
学
校
施
設
整
備
の

強
化
を
！

上
保
ま
さ
た
け

（
共
産
）

国
保
料
の
引
き
上
げ
抑
え

よ
／
子
ど
も
食
堂
へ
の
支

援
拡
充
を

く
す
や
ま
美
紀

（
共
産
）

生
活
保
護
費
削
減
に
区
の

支
援
を
、
外
環
ト
ン
ネ
ル

工
事
の
安
全
対
策
を

け
し
ば
誠
一

（
平
和
）

教
育
機
会
確
保
法
に
基
づ

き
不
登
校
の
子
ど
も
へ
多

方
面
の
支
援
を

そ
ね
文
子

（
平
和
）

区
長
「
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」、

入
札
・
契
約
制
度
の
適
正

化
を

堀
部
や
す
し

（
無
）

胎
児
期
か
ら
「
最
初
の
１

０
０
０
日
」
の
子
育
て
支

援
充
実
を
求
め
て山

本
ひ
ろ
こ

（
公
明
）

 

生
活
扶
助
費
の
減
額
に
よ
り
、

就
学
援
助
な
ど
影
響
を
受
け
る
制
度

に
は
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
で
は
。

 

窓
口
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

で
、
必
要
な
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

 

外
環
道
本
線
工
事
の
シ
ー
ル
ド

が
動
き
出
せ
ば
区
内
で
一
番
早
く
到

達
す
る
の
は
久
我
山
付
近
。
２
０
１

８
年
度
発
進
だ
と
到
達
は
い
つ
頃
か
。

 

区
内
へ
の
到
達
は
掘
進
開
始
か

ら
２
年
程
度
か
か
る
と
聞
い
て
い
る
。

 

説
明
会
で
約
束
さ
れ
た
期
限
が

過
ぎ
て
い
る
が
、
避
難
計
画
の
公
表

に
つ
い
て
、
国
か
ら
聞
い
て
い
る
か
。

 

本
格
掘
進
開
始
ま
で
に
避
難
計

画
を
策
定
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

 

富
士
見
丘
小
学
校
の
移
転
先
は
、

富
士
見
丘
中
学
校
の
隣
地
に
決
ま
っ

た
が
、
施
設
一
体
型
一
貫
校
あ
り
き

で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
。

 

来
年
度
設
置
の
改
築
検
討
懇
談

会
で
、
施
設
一
体
型
あ
り
き
で
な
く

幅
広
い
意
見
を
聞
い
て
進
め
て
い
く
。

 

都
の
放
射
５
号
線
道
路
整
備
に

関
し
、
玉
川
上
水
周
辺
の
生
き
物
へ

の
配
慮
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

車
道
と
樹
林
と
の 
離  
隔 
を
確
保

り 
か
く

し
、
新
た
な
緑
地
等
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
生
息
環
境
へ
の
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

問答問答問答問答問答

 

ユ
ニ
セ
フ
は「
は
じ
め
が
肝
心
」

と
す
る
世
界
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
胎
児
期
か
ら
乳
幼
児
期
の
経
験

が
脳
の
発
達
と
成
長
に
及
ぼ
す
影
響

と
、
そ
の
時
期
の
ケ
ア
の
大
切
さ
、

保
健
や
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
両

親
や
養
育
者
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
を
訴

え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

が
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
、
豊
か
な

人
生
を
歩
み
、
持
続
可
能
な
社
会
を

継
承
で
き
る
よ
う
区
の
決
意
を
問
う
。

 

妊
娠
期
か
ら
の
相
談
・
支
援
の

充
実
や
産
後
ケ
ア
事
業
、
認
可
保
育

園
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

後
も
、
乳
幼
児
親
子
の
居
場
所
づ
く

り
や
一
時
預
か
り
事
業
の
拡
充
、
学

童
ク
ラ
ブ
利
用
時
間
延
長
等
を
実
施

し
、
親
の
子
育
て
や
子
ど
も
の
成
長

に
資
す
る
施
策
の
充
実
に
努
め
る
。

 

思
い
が
け
な
い
妊
娠
に
悩
む
女

性
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
「
に
ん
し

ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
東
京
」
な
ど
民
間
団
体
と

の
連
携
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

 

民
間
団
体
と
も
必
要
に
応
じ
て

連
携
を
図
り
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出

産
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

 

子
育
て
応
援
券
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
提
供
に
資
す
る
プ
ッ
シ
ュ
型

電
子
情
報
の
必
要
性
に
つ
い
て
問
う
。

 

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
は
重

要
。
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

問答問答問答

 

４
月
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
化
を
機
に
、
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
入
の
段
階
的
廃
止
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
繰
り
入
れ
を

廃
止
す
れ
ば
国
保
料
が
急
増
す
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ
で
も
段
階

的
に
廃
止
す
る
の
か
。

 

円
滑
な
制
度
移
行
に
向
け
て
、

国
お
よ
び
東
京
都
が
激
変
緩
和
措
置

を
実
施
す
る
。
杉
並
区
と
し
て
も
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
激

変
緩
和
策
を
検
討
し
て
い
る
が
、
将

来
的
に
は
、
段
階
的
に
解
消
・
縮
減

し
て
い
く
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

 

国
保
料
の
引
き
上
げ
を
抑
え
る

た
め
に
、
国
や
東
京
都
に
一
層
の
財

政
投
入
を
求
め
よ
。

 

他
区
と
も
連
携
し
、
適
宜
要
望

し
て
い
く
。

 

所
得
の
な
い
子
ど
も
に
ま
で
か

け
ら
れ
る
国
保
料
の
均
等
割
に
つ
い

て
、
第
３
子
以
降
は
無
料
化
す
べ
き
。

 

多
子
世
帯
へ
の
支
援
は
、
今
後

の
検
討
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

 

杉
並
区
で
も
子
ど
も
食
堂
が
８

カ
所
で
運
営
さ
れ
、
今
後
も
開
設
し

た
い
と
い
う
人
が
広
が
っ
て
い
る
。

東
京
都
の
子
ど
も
食
堂
推
進
事
業
も

活
用
し
、
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

 

補
助
事
業
の
要
件
や
団
体
の
要

望
な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
対
応
す
る
。

問答問答問答問答

 

「
不
登
校
を
問
題
行
動
と
判
断

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
科
省

の
考
え
方
を
学
校
関
係
者
や
不
登
校

の
子
ど
も
、
保
護
者
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
必
要
。
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

 

各
学
校
と
十
分
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
国
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
取
組

を
着
実
に
進
め
、
不
登
校
児
童
生
徒

や
保
護
者
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な

支
援
に
努
め
て
い
く
。

 

確
保
法
の
基
本
方
針
に
沿
い
、

適
応
指
導
教
室
の
目
的
を
社
会
的
自

立
の
支
援
な
ど
、
学
校
復
帰
に
偏
ら

な
い
説
明
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

国
が
定
め
た
基
本
指
針
と
一
致

し
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
必

要
な
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

 

適
応
指
導
教
室
が
定
員
超
過
で
、

希
望
し
て
も
入
れ
な
い
と
聞
く
。
新

た
な
教
室
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
。

 

今
後
の
需
要
動
向
に
応
じ
て
、

新
た
な
教
室
整
備
を
含
め
た
必
要
な

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

 

区
が
不
登
校
児
童
生
徒
の
親
の

会
を
支
援
し
、
孤
立
す
る
保
護
者
と

会
を
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。

 

親
の
会
は
特
別
支
援
教
育
課
が

事
務
局
と
な
り
、
情
報
提
供
や
交
流

の
た
め
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

改
め
て
関
係
者
に
意
見
を
聞
き
、
必

要
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

問答問答問答問答

 

「
ハ
ロ
ー
西
荻
」「
西
荻
ラ
バ
ー

ズ
フ
ェ
ス
」
の
開
催
目
的
は
。
そ
の

目
的
は
毎
年
達
成
で
き
て
い
る
の
か
。

 

ハ
ロ
ー
西
荻
は
商
店
街
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
西
荻
窪
の
魅

力
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
、
西

荻
ラ
バ
ー
ズ
フ
ェ
ス
は
多
く
の
人
に

商
店
街
の
個
店
等
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
、
来
街
者
の
増
や

商
店
街
の
Ｐ
Ｒ
等
に
貢
献
し
て
い
る
。

 

「
六
童
子
」「
六
地
蔵
」
の
設
置

経
緯
や
目
的
は
。
西
荻
窪
の
Ｐ
Ｒ
の

た
め
、
写
真
映
え
す
る
工
夫
や
ア
プ

リ
な
ど
の
紹
介
を
し
て
は
い
か
が
か
。

 

西
荻
窪
の
個
性
化
や
商
店
街
の

活
性
化
を
図
る
ま
ち
歩
き
事
業
に
お

い
て
設
置
し
た
。
ご
提
案
い
た
だ
い

た
手
法
は
、
研
究
・
工
夫
し
て
い
く
。

 

永
福
体
育
館
で
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

 

多
く
の
区
民
が
気
軽
に
楽
し
め

る
よ
う
、
貸
出
用
具
を
備
え
、
各
種

教
室
や
大
会
を
開
催
し
て
い
く
。

 

以
前
私
が
提
案
し
た
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
競
技
の
体
験
事
業
の
状
況
は
。

今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
。

 

昨
年
実
施
し
た
体
験
イ
ベ
ン
ト

で
は
多
く
の
区
民
が
体
験
し
、
大
変

好
評
を
得
た
。
今
後
も
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
機
運
醸
成
イ
ベ
ン
ト
等
に
合
わ

せ
て
様
々
な
企
画
を
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答問答

 

本
来
あ
る
べ
き
入
札
制
度
が
骨

抜
き
に
さ
れ
て
い
る
。
単
年
度
限
り

臨
時
適
用
と
さ
れ
た
特
例
措
置
が
、

な
ぜ
か
毎
年
繰
り
返
し
許
容
さ
れ
て

お
り
、
臨
時
と
は
名
ば
か
り
で
措
置

が
長
く
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

本
則
の
入
札
実
施
要
綱
と
は
異
な

る
別
の
ル
ー
ル
が
、　

年
近
く
に
わ

１０

た
っ
て
要
綱
集
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と

な
く
適
用
さ
れ
て
い
る
の
は
異
常
だ
。

 

適
切
な
入
札
手
続
の
確
保
に
留

意
し
つ
つ
臨
時
的
措
置
は
継
続
す
る
。

 

利
害
関
係
者
（
区
と
入
札
契
約

で
関
係
の
あ
る
業
者
）
が
多
数
参
加

し
、
定
期
開
催
さ
れ
て
い
る
区
長
の

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
区
の
契
約
担
当
者

が
参
加
し
、
利
害
関
係
者
と
同
じ
組

で
コ
ー
ス
に
出
て
い
た
。
国
家
公
務

員
倫
理
規
程
に
お
い
て
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
行
為
で
あ
る
。

 

私
的
な
立
場
で
参
加
し
た
も
の

で
、
問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 

区
長
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
組
み
合

わ
せ
表
を
確
認
す
る
と
、
区
の
入
札

参
加
者
な
ど
利
害
関
係
者
が
多
数
参

加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
５
万

円
超
の
区
長
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

券
の
購
入
者
に
つ
い
て
も
、
通
常
の

政
治
献
金
と
同
様
に
氏
名
の
公
表
を
。

 

政
治
資
金
規
正
法
に
の
っ
と
り

適
切
に
対
応
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答問答問答

「
西
荻
ら
し
さ
」
を 
活 
か

い

す
ま
ち
づ
く
り
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
つ
い
て

小
林
ゆ
み

（
自
無
）
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あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
の
財
産
交

換
に
地
域
の
人
は
納
得
し
て
い
な
い
。

地
元
町
会
長
が
区
長
を
訴
え
、
近
く

証
人
尋
問
が
行
わ
れ
る
。
財
政
上
も

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
に
代
わ
る
建
物
を
新

築
す
る
な
ど
無
駄
づ
か
い
。
不
動
産

評
価
で
は
、
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
が
ざ
っ

く
り
２
割
引
き
に
さ
れ
て
お
り
不
当
。

区
は
妥
当
と
考
え
て
い
る
の
か
。

 

市
場
価
値
を
判
断
し
た
も
の
で

妥
当
と
考
え
る
。

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
を
廃
止
す

る
な
ら
、
地
域
の
人
が
使
う
児
童
館

や
会
議
室
の
代
替
施
設
が
必
要
。
区

長
は
議
会
で
「
類
似
の
施
設
を
区
が

取
得
す
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
」

と
発
言
し
て
お
り
、
駅
前
に
間
違
い

な
く
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

改
め
て
駅
前
に
代
替
施
設
を
整

備
す
る
考
え
は
な
い
。

 

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言　

周
２０

年
行
事
で
コ
ン
サ
ー
ト
監
修
者
の
原

稿
か
ら
「
平
和
憲
法
」
を
削
る
よ
う

求
め
た
の
は
憲
法
違
反
の
検
閲
で
あ

り
、
言
論
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
。

杉
並
区
で
は
他
に
も
同
様
の
事
例
が

あ
る
。
検
閲
行
為
に
つ
い
て
区
長
の

認
識
を
問
う
。

 

事
業
の
企
画
意
図
を
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
た
め
、
受
託
者
と
協
議

し
決
定
し
た
も
の
。

問答問答問答
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
め
ぐ

り
訴
訟
。
不
動
産
評
価
２

割
引
き
は
不
当

松
尾
ゆ
り

（
杉
わ
）

い
じ
め
・
差
別
・
虐
待
・

男
女
平
等
な
ど
、
人
権
施

策
の
総
点
検
を
！

大
槻
城
一

（
公
明
）

区
長
は
女
性
議
員
へ
の
パ

ワ
ハ
ラ
紛
い
を
議
会
に
謝

罪
せ
よ

田
中
ゆ
う
た
ろ
う

（
美
杉
）

 

本
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

　

周
年
。
ま
た
、
当
区
の
人
権
視
点

７０に
立
っ
た
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

　

周
年
を
迎
え
た
。
所
感
を
問
う
。

２０
 

人
権
は
、
人
類
が
長
い
歴
史
の

中
、
命
を
懸
け
、
苦
し
み
を
乗
り
越

え
獲
得
し
た
も
の
。
不
断
の
努
力
で
、

守
り
続
け
る
も
の
と
考
え
る
。

 

区
で
は
人
権
に
つ
い
て
、
国
や

都
の
も
の
は
総
務
課
。
区
独
自
の
も

の
は
担
当
課
。
所
管
の
も
の
は
所
管

毎
に
対
応
。
区
全
体
の
人
権
施
策
・

課
題
を
掌
握
す
る
部
署
が
必
要
で
は
。

 

ご
指
摘
は
大
切
な
視
点
。
複
雑

多
様
化
す
る
人
権
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
総
務
部
門
を
中
心
に
所
管
部

門
と
連
携
を
強
化
し
て
進
め
て
い
く
。

 

相
模
原
市
の
障
が
い
者
施
設
・

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
、
人
権
意
識

が
欠
落
し
た
元
職
員
に
よ
る
事
件
が

発
生
。
区
の
同
様
施
設
へ
の
対
応
は
。

 

事
件
当
日
、
施
設
の
安
全
確
認
、

注
意
喚
起
を
実
施
。公
立
・
民
間
施
設

合
同
で
の
職
員
等
へ
の
人
権
教
育
や

委
託
事
業
者
に
人
権
配
慮
状
況
の
確

認
を
す
る
な
ど
取
組
に
努
め
て
い
る
。

 

　

月
の
人
権
週
間
に
、
当
区
に

１２

縁
あ
る
谷
川
俊
太
郎
氏
訳
の
世
界
人

権
宣
言
の
展
示
な
ど
を
開
催
し
て
は
。

 

ご
提
案
の
展
示
な
ど
、
効
果
的

な
普
及
啓
発
を
検
討
し
て
い
く
。

問答問答問答問答

 

区
長
は
昨
年
議
会
で
女
性
議
員

に
対
し
机
を
強
く
叩
き
威
嚇
。
議
会

全
体
へ
の 
冒  
涜 
を
猛
省
、
謝
罪
せ
よ
。

ぼ
う 
と
く

 

気
合
を
入
れ
て
答
弁
し
た
。
威

圧
と
取
る
な
ら
誤
解
で
、
お 
詫 
び
す

わ

る
、
と
保
健
福
祉
委
員
会
で
述
べ
た
。

 

当
区
で
も
複
数
の
保
育
施
設
を

運
営
す
る
駒
崎
弘
樹
氏
が
、
先
日
特

定
の
荒
川
区
議
会
議
員
や
区
職
員
を

「
お
前
ら
荒
川
に
沈
ん
じ
ゃ
え
」と
脅

迫
。
見
解
を
問
う
。
ま
た
注
意
せ
よ
。

 

発
言
の
真
意
が
わ
か
ら
な
い
た

め
、
見
解
は
差
し
控
え
る
。

 

蚕
糸
の
森
公
園
周
辺
で
昨
秋
か

ら
児
童
を
狙
っ
た
事
件
が
連
続
発
生
。

巡
回
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

ご
負
担
も
並
で
は
な
い
。
防
犯
カ
メ

ラ
増
設
、
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
、
杉
十

小
へ
の
侵
入
犯
罪
防
止
対
策
を
。

 

和
田
地
区
に
は
、　

年
度
中
に

２９

街
角
防
犯
カ
メ
ラ
を
１
台
増
設
す
る
。

ま
た
現
在
巡
回
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

 

今
年
は
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
開

催
日
が
旧
盆
に
当
た
る 
稀  
有 
な
年
。

け 

う

高
円
寺
の
先
達
の
偉
業
に
思
い
を
致

す
こ
の
好
機
に
、
そ
の
歴
史
を
ア
ピ

ー
ル
す
べ
き
。
ま
た
、
ご
み
対
策
等

に
尽
力
し
て
い
る
地
元
小
学
生
ら
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
顕
彰
に
力
を
。

 

歴
史
や
意
義
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
功
績
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

問答問答問答問答

常任委員会・特別委員会等の活動をお知らせします（１〜４月）
議案審査における議案各号の概要と審議結果は、１２面をご覧ください。

◇総務財政委員会
【開会日】３０年２月２３日
【議案審査】第１９・２２・２３・２５号
【所管事項調査】
 平成３０年度都区財政調整協議の結果について　　ほか２件

◇区民生活委員会
【開会日】３０年２月１９日
【議案審査】第２８・３４号
【所管事項調査】
 秋川研修室の廃止及び今後の対応について　　ほか３件

◇保健福祉委員会
【開会日】３０年１月２５日
【付託事項審査】陳情審査
【所管事項調査】
ゆうゆう館協働事業実施団体の選定結果等について　ほか９件
【開会日】３０年２月２０日
【議案審査】第１〜６・２０・２４・２６・２７号
【付託事項審査】陳情審査
【所管事項調査】
 杉並区保健福祉計画の改定について　　ほか９件
【派遣日】３０年３月４日
【派遣内容】エクレシア南伊豆内覧会参加（静岡県南伊豆町）

◇都市環境委員会
【開会日】３０年２月２１日
【議案審査】第７号
【所管事項調査】
 遅野井川親水施設（みんなの夢水路）について　　ほか３件
【視察日】３０年４月１６日
【視察内容】豊島区の荻外荘（豊島区・天理教東京教務支庁内）

◇文教委員会
【開会日】３０年２月２２日
【所管事項調査】
 平成２９年度学力等調査の結果について　　ほか３件

常任委員会 議会運営委員会
【開会日】３０年１月１１日
【議　題】平成３０年第１回定例会の日程について　　ほか
【開会日】３０年２月１日
【議　題】定例会の提案事項について　　ほか
【開会日】３０年３月１日
【議　題】定例会の追加提案事項について　　ほか
【開会日】３０年３月１２日
【議　題】定例会の追加提案事項について　　ほか
【開会日】３０年３月１５日
【議　題】議案審査結果報告について　　ほか
【開会日】３０年４月２６日
【議　題】臨時会の招集請求について　　ほか

◇災害対策特別委員会
【開会日】３０年２月２６日
【所管事項調査】
 第２回全国瞬時警報システム全国一斉情報伝達訓練について　　ほか５件
【視察日】３０年３月２９日
【視察内容】区役所被災時における防災センターのバックアップ機能について（東
京都北区防災センター）
◇道路交通対策特別委員会
【開会日】３０年２月２７日
【所管事項調査】
 外環道の 進捗 状況について　　ほか２件

しんちょく

◇文化芸術・スポーツに関する特別委員会
【開会日】３０年２月２８日
【所管事項調査】
東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた文化プログラムの取
組経過について　　ほか５件
【視察日】３０年３月２８日
【視察内容】東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会におけるホストタ
ウンの取組（青梅市役所）
◇議会改革特別委員会
【開会日】３０年３月１日
【所管事項調査】
 議会基本条例について　　ほか１件

特別委員会
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委
員
会
の
議
案
審
査
に
お

け
る
質
疑
の
一
部
を
委
員
長

報
告
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

審
査
の
詳
し
い
内
容
や
賛

否
の
意
見
は
、
区
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
議
録
」
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
（
５
月
下

旬
掲
載
予
定
）。

 成
田
西
子
供
園
の
移
転
改
築

と
併
設
す
る
仮
称
就
学
前
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
工
事
契

約
の
締
結
（
議
案
第　

号
）

１９

質　

施
設
建
設
計
画
の
概
要

と
経
緯
は
。

答　

成
田
西
子
供
園
の
園
舎

は
老
朽
化
に
よ
る
改
築
の
必

要
性
が
あ
り
、
現
園
舎
に
近

い
成
田
西
２
丁
目
に
用
地
を

取
得
で
き
た
こ
と
か
ら
、
移

転
改
築
を
計
画
化
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
近
年
増
加
傾
向
に

あ
る
発
達
障
害
児
等
へ
の
教

育
的
支
援
の
充
実
や
区
内
の

幼
稚
園
、
保
育
園
等
に
お
け

る
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を

図
る
た
め
、
併
設
施
設
と
し

て
仮
称
就
学
前
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を
計
画
し
た
。

 永
福
体
育
館
の
指
定
管
理
者

を
指
定
し
ま
す
（
議
案
第　
３４

号
）

質　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
指
定
管
理
候
補
者
を
募
集

し
た
際
に
、
区
と
し
て
工
夫

し
た
点
は
何
か
。

答　

新
た
に
ビ
ー
チ
コ
ー
ト

を
整
備
し
て
い
る
こ
と
、
指

定
管
理
期
間
に
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

総
務
財
政
委
員
会

区
民
生
活
委
員
会

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
含
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
ビ
ー
チ
コ

ー
ト
の
活
用
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機

運
醸
成
、
地
域
の
活
性
化
な

ど
に
つ
い
て
提
案
を
求
め
た
。

 民
泊
を
実
施
す
る
際
の
制
限

を
条
例
で
規
定
し
ま
す
（
議

案
第
６
号
）

質　

区
が
必
要
と
考
え
る
制

限
内
容
は
。

答　

良
好
な
住
環
境
を
保
全

す
る
こ
と
が
第
一
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
、

要
望
の
ほ
と
ん
ど
が
家
主
不

在
型
の
も
の
で
あ
り
、
家
主

居
住
型
は
苦
情
が
起
き
な
い

よ
う
な
管
理
が
で
き
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
家
主

不
在
型
の
み
平
日
の
事
業
実

施
の
制
限
対
象
と
し
た
。

 区
営
住
宅
使
用
者
資
格
に
つ

い
て
、
子
育
て
世
帯
の
年
齢

要
件
を
改
正
し
ま
し
た
（
議

案
第
７
号
）

質　

条
例
改
正
の
理
由
は
、

子
育
て
世
帯
に
お
け
る
同
居

者
の
年
齢
を
、
い
わ
ゆ
る
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
に

規
定
さ
れ
た
子
ど
も
の
年
齢

要
件
に
改
め
る
と
い
う
理
解

で
良
い
か
。

答　

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
法
の
改
正
に
よ
る
こ
と
が

メ
イ
ン
だ
が
、
都
営
住
宅
条

例
で
も
年
齢
要
件
が
改
正
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
受
け

て
今
回
、
区
営
住
宅
条
例
の

子
育
て
世
帯
の
年
齢
要
件
を

改
め
る
。

保
健
福
祉
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

議
案
審
査
Ｑ
＆

議
案
審
査
Ｑ
＆
ＡＡ

　平成３０年２月６日に台湾東部で発生した地
震被害に対し、区議会議員有志による見舞金
を、２月２０日に台北駐日経済文化代表處へ届
けました。

　子どもが大きな声を出して、元気に遊べる広い公園がもっとある
と嬉しいです。
　育休を取って子どもが２歳や３歳になった時に、４月じゃなくて
も入園できるように、途中入園の枠をもう少し増やしてほしいです。

　杉並区はきれいな公園が多くて、楽しみながら、散歩ができます。
特に善福寺川沿いは、桜や紅葉がとてもきれいなので、景観を生か
したイベントが１年を通してあったらいいなと思います。

　デイサービスの事業所で働いています。健康寿命を延ばすために
介護予防が大事！軽度の方への支援やサービスの充実にも、もっと
力をいれてもらいたいです。

台湾地震見舞金を届けました

杉並区議会では、年４回（２月・５月・９月・１１月）の定例会の開催をお知らせするポ
スターに使う写真を、年間を通じて募集しています。
■募集内容：杉並区内で撮影した、表情豊かな人物や季節を感じる風景など、未発表の
作品　※人物が写っている場合は、その人物の許可を得ていること。
■応募方法：データまたはプリントで①撮影者の住所・氏名・電話番号、②撮影場所、
撮影年月日、被写体についての簡単な説明を明記。
■宛先
郵送、持参の場合：杉並区議会事務局　広報担当まで
メールの場合（データ添付）：kugikai-j@city.suginami.lg.jpまで
（受信容量に制限があるため容量を３ＭＢまで縮小し送ってくださ
い。メールの件名は「区議会ポスター写真応募」としてください。）
■その他：①応募の際の個人情報は、本目的以外に使用しません。
　　　　　②区議会ホームページに詳細を載せています。
■お問い合わせ：区議会事務局　広報担当

みなさんからの写真でポスターを作っています！

　毎朝、家の前の公園でラジオ体操をやっています。私の住んでる
地域からは区の施設が遠いので、近所に健康づくりグループやサー
クルがたくさんあると、参加しやすくていいですね。

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算をををををををををををををををををををををこここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななな事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほしししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい予算をこんな事につかってほしい！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！まままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののの人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人まちの人にににににににににににににににににににににに
聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞きききききききききききききききききききききまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししし聞きましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

桜や紅葉、１年通じて
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健康寿命のため
介護予防に力を！

公園と保育園を
つくってほしい

　

第
１
回
定
例
会
号
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
予
算
と
い
う
大
変
重
要
な

事
を
、
区
議
会
が
ど
う
審
議
し
て
き
た

の
か
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
お

伝
え
で
き
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。
さ
て
、

次
号
か
ら
は
新
し
い
委
員
に
よ
る
編
集

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
活
動

を
区
民
目
線
に
立
っ
て
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

（
広
報
委
員
：
横
山
、
井
原
、
上
野
、

川
野
、
金
子
、
小
林
、
木
村
）

編
集
後
記



NO.２４０ 平成３０（２０１８）年５月１日 21

議　案　等　の　概　要　と　審　議　結　果
○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　平成３０年３月１５日議決（※１は２月１６日、※２は３月２日議決）

結
果
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自
民概　　　要件　　　名議案

番号

可決○○○○○○○○○○○児童福祉法等の一部改正に伴う規定の整備杉並区立こども発達センター条例の一部を改正する条
例１号

区　

長　

提　

出　

議　

案　

等

可決○○○○○○○○○○○指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準
等の改正

杉並区指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営等の基準に関する条例等の一部を改正する条例２号

可決○○○○○○○○○○○介護保険法の一部改正に伴う指定居宅介護支援等の事業の人
員及び運営等の基準の設定

杉並区指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等の
基準に関する条例３号

可決○○○○×○×○○○○杉並保育園の位置の変更等杉並区立保育所及び小規模保育事業所条例の一部を改
正する条例４号

可決○○○○○○○○○○○就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進
に関する法律の一部改正に伴う規定の整備

杉並区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営の基準に関する条例の一部を改正する条例５号

可決○○○欠×○×○○○○住宅宿泊事業の実施の制限に関する必要な事項の設定杉並区住宅宿泊事業の実施の制限に関する条例　※２６号
可決○○○○○○○○○○○特に居住の安定を図る必要がある使用者の範囲の改正杉並区営住宅条例の一部を改正する条例７号
可決○×○○×○○○○○○行政系人事・給与制度の見直しに伴う給料表の改定等杉並区職員の給与に関する条例の一部を改正する条例８号

可決○×○○×○○○○○○職員を派遣することができる団体への公益財団法人東京オリ
ンピック・パラリンピック競技大会組織委員会の追加

公益的法人等への杉並区職員の派遣に関する条例の一
部を改正する条例９号

可決○○○○×○××○○○専用端末機による印鑑登録証明書の交付に関する規定の削除
等

杉並区印鑑条例及び杉並区事務手数料条例の一部を改
正する条例１０号

可決○○○○×○×○○○○自己の責めに帰すべき事由に係る個人番号カード及び通知カ
ードの交付手数料の設定等杉並区事務手数料条例の一部を改正する条例１１号

可決○○○○×○×○○○○高井戸区民事務所高井戸会議室等の目的外使用の廃止杉並区行政財産使用料条例の一部を改正する条例１２号

可決○○○○○○○○○○○融資をあっせんする資金の限度額の改正杉並区中小企業資金融資あつせん条例の一部を改正す
る条例１３号

可決○○○○○○○○○○○勤労者福祉事業の廃止杉並区中小企業勤労者福祉事業に関する条例を廃止す
る条例１４号

可決○○○○○○○○○○○高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正に伴う区が保険
料を徴収する被保険者の改正等

杉並区後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する
条例１５号

可決○○○○×○×○
欠２○○○保険料率の改定等　杉並区介護保険条例の一部を改正する条例１６号

可決○○○○×○○○○○○幼稚園教育職員の扶養手当の改定杉並区幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例１７号

可決○○○○×○○○○○○学校教育職員の扶養手当の改定杉並区学校教育職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例１８号

可決○×○○○○○○○○○契約金額：９億５,０４０万円
契約の相手方：渡辺・興信建設共同企業体

杉並区立成田西子供園移転改築及び併設仮称就学前教育
支援センター建設建築工事の請負契約の締結について１９号

可決○○○○○○○○○○○東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について２０号

可決×××○×○×○○○○平成２８年第１回定例会で議決された「財産の交換について」
の財産の交換に係る価格等の変更財産の交換についての議決事項の一部変更について２１号

可決○○○○○○○○○○○

東京電力ホールディングス株式会社は、原子力発電所の事故
による放射能対策のため、区が平成２３年度に支出した除染に
伴う費用並びに芝生養生シート購入に要した平成２３年度分の
費用として請求した、賠償金７５３万１６円のうち６２６万１,３６８円
を支払う。

放射能対策費用に係る損害賠償請求に関する和解（第
三次）について２２号

可決×××○○○○○○○○
保育施設の建設助成や認知症高齢者グループホーム及び小規
模多機能型居宅介護施設の建設助成など、緊急を要する事業
及び平成２９年度の精算的要素を含む７８億４,４４２万５千円の増
額補正のほか、繰越明許費、債務負担行為、地方債の補正

平成２９年度杉並区一般会計補正予算（第６号）２３号

可決○○○○○○○○○○○国民健康保険料等の歳入及び保険給付費等の歳出の実績に伴
い、３２億３９０万９千円の減額補正

平成２９年度杉並区国民健康保険事業会計補正予算（第
１号）２４号

可決×○○○○○○○○○○公債費の実績に伴い、４９万９千円の増額補正平成２９年度杉並区用地会計補正予算（第１号）２５号

可決○○○○○○○○○○○繰越金等の歳入及び国庫支出金等返還金等の歳出の実績に伴
い、１６億１,８０１万７千円の増額補正平成２９年度杉並区介護保険事業会計補正予算（第１号）２６号

可決○○○○○○○○○○○繰越金等の歳入及び諸支出金等の歳出の実績に伴い、７,９９６
万５千円の増額補正

平成２９年度杉並区後期高齢者医療事業会計補正予算
（第１号）２７号

可決○×○○○○×○○○○繰越金の歳入実績に伴い、１,００６万１千円の増額補正平成２９年度杉並区中小企業勤労者福祉事業会計補正予
算（第１号）２８号

可決×××○×××○○○○予算額　１,７９９億２,７００万円平成３０年度杉並区一般会計予算２９号
可決○×○○×○×○○○○予算額　５５３億６５４万円平成３０年度杉並区国民健康保険事業会計予算３０号
可決×○○○×○×○○○○予算額　２,８４９万７千円平成３０年度杉並区用地会計予算３１号
可決○○○○×○×○○○○予算額　４２３億２,２０２万１千円平成３０年度杉並区介護保険事業会計予算３２号
可決○○○○×○×○○○○予算額　１３６億６８９万４千円平成３０年度杉並区後期高齢者医療事業会計予算３３号

可決×××○×○×○○○○指定管理者の名称：杉並スポーツ・カルチャー共同事業体
指定の期間：平成３０年９月１日〜平成３４年３月３１日杉並区永福体育館の指定管理者の指定について３４号

可決○○○○○○○○○○○西脇世津子（にしわき　せつこ）氏を候補者として推薦人権擁護委員候補者の推薦について　※１３５号

可決○○○○×○×○○○○退職手当の基本額に係る支給割合の改定等杉並区職員の退職手当に関する条例の一部を改正する
条例３６号

可決○×○○×○×○
欠２○○○保険料率の改定等　杉並区国民健康保険条例の一部を改正する条例３７号

可決○○○○×○×○○○○旅館業法等の一部改正に伴う旅館・ホテル営業の施設の構造
設備の基準の設定等

杉並区事務手数料条例及び杉並区旅館業法施行条例の
一部を改正する条例３８号

同意○×○○×○×○○○○井出隆安（いで　たかやす）氏の任命に同意杉並区教育委員会教育長の任命の同意について３９号
報告
聴取－－－－－－－－－－－

平成２８年第２回定例会で議決された「仮称杉並区立天沼三丁
目複合施設複合施設棟建設建築工事」の契約金額を１,１４８万４
００円増額し、２５億３,８６８万４００円とした。

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された契
約金額の増減の専決処分をしたことの報告について　
※１

報告
１号

報告
聴取－－－－－－－－－－－

平成２８年第２回定例会で議決された「仮称杉並区立天沼三丁
目複合施設複合施設棟建設給排水衛生設備工事」の契約金額
を２７８万６,４００円減額し、１億３,５２３万７,６００円とした。

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された契
約金額の増減の専決処分をしたことの報告について　
※１

報告
２号

報告
聴取－－－－－－－－－－－

平成２８年第４回定例会で議決された「仮称杉並区立高円寺地
域小中一貫教育校及び併設１施設建設電気設備工事」の契約
金額を４１４万７,２００円増額し、４億５,１２６万７,２００円とした。

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された契
約金額の増減の専決処分をしたことの報告について　
※１

報告
３号

報告
聴取－－－－－－－－－－－

平成２８年第４回定例会で議決された「仮称杉並区立高円寺地
域小中一貫教育校及び併設１施設建設給排水衛生設備工事」
の契約金額を６２２万８００円増額し、３億４,４２６万８００円とした。

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された契
約金額の増減の専決処分をしたことの報告について　
※１

報告
４号

報告
聴取－－－－－－－－－－－

平成２８年第４回定例会で議決された「仮称杉並区立高円寺地
域小中一貫教育校及び併設１施設建設空気調和設備工事」の
契約金額を１５５万５,２００円増額し、６億６,４６７万５,２００円とした。

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された契
約金額の増減の専決処分をしたことの報告について　
※１

報告
５号

報告
聴取－－－－－－－－－－－１件の法律上の義務に属する損害賠償額を報告

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された損
害賠償額の決定の専決処分をしたことの報告について
　※１

報告
６号

可決○×○○○○○○○○○５面をご覧ください。東京都受動喫煙防止条例化に関する意見書１号
委
員
会

提
出
議
案
議員別の表決結果は、杉並区議会ホームページの「議案の一覧」でご覧になれます。
《会派名・構成人数》（平成３０年３月１５日午後１時現在）
自民／杉並区議会自由民主党（１１人）、公明／杉並区議会公明党（８人）、未来／区民フォーラムみらい（６人）、平和／いのち・平和クラブ（６人）、共産／日本共産党杉並区議団（５人）
自無／自民・無所属クラブ（５人）、杉わ／杉並わくわく会議（１人）、共生／共に生きる杉並（１人）、美杉／美しい杉並（１人）、無／無所属（１人）、維新／日本維新の会（１人）

《声・点字の区議会だより》
本紙を録音した「声の区議会だより」（カセットテープ、オーディオ版、デイジー版）、または「点字版区議会だ
より」を区内在住の視覚障害の方とご希望の方に郵送でお届けしています。お申し込みは区議会事務局へ。


